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相互理解の促進と共通利益の深化
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上海協力機構首脳会議

が６月１５日にカザフス

タンの首都アスタナで開

催された。中国の胡錦濤

国家主席が出席し、「平

和発展、世々代々の友

好」と題する重要演説を

行った。 （饒愛民撮影）

米カリフォルニア州モントレー

パークで６月２０日、映画『建党偉

業』のメディア向け初上映が盛大に

行われた。同映画は１９１１年の辛

亥革命から１９２１年の中国共産党

創立までの救国・救民の荘重な歴史

を描いている。　（劉芸霖撮影）

>>

>>

温家宝総理は６月２７日、英

国のキャメロン首相とロンドン

の首相官邸で会談し、「中英関

係をしっかりと維持、発展させ

ることは両国の発展の促進にプ

ラスであり、世界構造の変化に

もプラスの影響をもたらす」と

述べた。　（姚大偉撮影）

>>

中国共産党創立９０周年の祝賀大会が７月１日午前１０時、北京の人民大会堂で盛大に開か

れた。大会では、胡錦濤・中国共産党中央委員会総書記が重要演説を行った。 （鞠鵬撮影）

>>
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６月３日以来、中国の南部で

は、２回もの豪雨に見舞われ、

一部地域ではひどい洪水が起

き、山崩れ、土石流なども発生

した。（李斌撮影）

６月４日、２０１１年フランス

オープンテニスの女性シングルス決

勝で、中国の李娜選手はスキアボー

ネ（イタリア）を６-４、７-６で破

り、男女を通じアジア選手として初

めて四大大会シングルス優勝の快挙

を達成した。　（高静撮影）

６月７日、８日、中国の

大学入試である「普通高等学

校招生全国統一考試」、通称

「高考」 が行われ、受験生は

全国で９３３万人となった。

（孫參撮影）

６月１６日、上海鉄路局は「京

滬高速鉄道全線体験乗車」活動を

行った。試運転車両の運行時速は約

３００キロ。　（陳樹根撮影）
>>

>>

>>

>>

中日映像交流事業「日本映画・テレビ

週間、アニメフェスティバル」が６月８日

午後、北京の国家博物館で開幕し、中国の

温家宝総理と日本の麻生太郎元首相が中

日文化交流イベントのスタートを告げるス

イッチを押した。　（饒愛民撮影）

>>
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トップ記事トップ記事

中
国
共
産
党
創
立
９
０
周
年
祝
賀
大
会
が
７
月

１
日
午
前
、
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
大
会
で
は
、
胡
錦
濤
・
中
共
中
央
総
書
記

が
重
要
な
演
説
を
行
っ
た
。

午
前
１
０
時
に
呉
邦
国
常
務
委
員
が
祝
賀
大
会

の
開
会
を
宣
言
し
、
全
員
が
起
立
し
て
中
華
人
民

共
和
国
国
歌
を
斉
唱
し
た
。

中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
の
呉
邦
国
、
温
家

宝
、
賈
慶
林
、
李
長
春
、
習
近
平
、
李
克
強
、
賀

国
強
、
周
永
康
が
大
会
に
出
席
し
た
。

習
近
平
常
務
委
員
は
中
共
中
央
の
全
国
先
進
末

端
党
組
織
と
優
秀
共
産
党
員
、
優
秀
党
務
工
作
者

の
表
彰
に
関
す
る
決
定
を
読
み
上
げ
た
。

熱
烈
な
拍
手
の
中
、
胡
錦
濤
総
書
記
が
重
要
演

説
を
行
っ
た
。
演
説
の
中
で
胡
錦
濤
総
書
記
は
、

共
産
党
９
０
年
の
輝
か
し
い
歴
史
と
貴
重
な
経
験

を
総
括
し
、
新
情
勢
下
に
お
け
る
党
建
設
の
強
化

と
改
善
進
歩
の
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
答
え
、
中

国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
を
堅
持
し
発
展
さ
せ
る

上
で
の
新
た
な
要
求
を
全
面
的
に
詳
述
し
た
。
胡

錦
濤
総
書
記
は
、
全
て
の
党
員
は
歴
史
の
使
命
を

し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会

主
義
の
道
を
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
ま
っ
す
ぐ
に
勇
気

を
奮
っ
て
前
進
し
、
さ
ら
に
奮
起
し
意
気
込
み
を

も
っ
て
全
国
各
民
族
人
民
の
団
結
を
導
き
、
自
ら

の
幸
福
な
生
活
と
中
華
民
族
の
素
晴
ら
し
い
未
来

を
創
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
指
摘
し
た
。

胡
錦
濤
総
書
記
は
「
中
国
共
産
党
は
よ
り
確
固

た
る
自
信
と
態
度
を
持
ち
、
有
力
な
措
置
を
講
じ

て
、
腐
敗
の
防
止
、
懲
罰
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
推

進
し
て
、
断
固
と
し
て
腐
敗
の
取
り
締
ま
り
を
実

行
し
て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
胡
総
書
記
は
「
中
国
共
産
党
が
歩
ん

で
き
た
９
０
年
の
歴
史
か
ら
、
腐
敗
の
効
率
的
防

止
と
懲
罰
は
、
国
民
の
信
頼
と
党
の
存
亡
に
関
わ

り
、
終
始
し
っ
か
り
と
貫
く
重
大
な
政
治
任
務
で

も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
述
べ
た
。

胡
総
書
記
は
「
現
在
、
腐
敗
の
取
り
締
ま
り

の
情
勢
は
依
然
と
し
て
、
厳
し
く
、
難
し
い
。
中

国
共
産
党
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
、
腐
敗
と
の
闘

争
の
長
期
性
や
複
雑
さ
、
困
難
さ
を
十
分
認
識
し

た
う
え
で
、
腐
敗
を
取
り
締
ま
り
、
廉
潔
を
唱
え

る
こ
と
を
重
要
な
位
置
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
た
。
さ
ら
に
胡
総
書
記
は
「
手
中

の
権
力
は
人
民
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
人
民
の

利
益
の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
。
権
力
の
行
使
は
人

民
に
奉
仕
す
る
と
と
も
に
、
人
民
か
ら
の
監
督
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
力
を
個
人
、
ま
た

は
少
数
の
人
々
の
利
益
を
図
る
道
具
に
し
て
は
い

け
な
い
」
と
各
級
の
幹
部
に
要
求
し
た
。

大
会
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
雄
壮
な

歌
声
の
中
で
終
了
し
た
。

中国共産党創立９０周年祝賀大会が

７月１日午前、北京の人民大会堂で

盛大に行われた （謝環馳撮影）

中
国
共
産
党
創
立
９
０
周
年

   
祝
賀
大
会
が
北
京
で
開
催

中
国
共
産
党
創
立
9
0
周
年
記
念
大
会
が
7
月

1
日
北
京
で
行
な
わ
れ
、
中
国
共
産
党
の
胡
錦
濤

総
書
記
が
演
説
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
各

国
メ
デ
ィ
ア
は
相
次
い
で
報
道
し
、
様
々
な
視
点

か
ら
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
大
会
の
様
子
を
速
報

世
界
の
多
く
の
国
の
首
脳
と
政
党
が
、
中
国

共
産
党
創
立
9
0
周
年
を
祝
福
し
て
、
相
次
い

で
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
き
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
人
民
党
総
裁
で
も
あ
る
ザ
ル
ダ
リ

大
統
領
は
祝
電
の
中
で
、
「
中
国
が
収
め
た
成
果

は
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
も
誇
り
で
あ
り
、
大

変
励
ま
さ
れ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
一
貫
し
て
中
国

が
地
域
と
世
界
の
平
和
と
安
定
を
守
る
前
向
き
の

勢
力
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
互
恵
共
栄
と

い
う
両
国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の
発
展
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

韓
国
民
主
労
働
党
は
祝
電
の
中
で
、
「
こ
れ

ま
で
の
９
０
年
、
中
国
が
す
べ
て
の
困
難
と
試

練
を
克
服
し
、
今
日
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
の

は
、
中
国
共
産
党
の
賢
明
な
指
導
を
受
け
て
い

る
た
め
だ
」
と
指
摘
し
た
。

南
ア
フ
リ
カ
全
国
州
評
議
会
は
「
こ
れ
ま

で
の
９
０
年
、
中
国
共
産
党
が
偉
大
な
成
果
を

上
げ
、
豊
富
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と

は
、
中
国
社
会
主
義
の
建
設
に
確
固
た
る
基
盤

を
構
築
し
た
。
そ
し
て
、
南
ア
フ
リ
カ
全
国
州

評
議
会
が
国
民
を
指
導
し
国
内
経
済
を
発
展
さ

せ
る
上
で
の
良
い
経
験
を
提
供
し
て
く
れ
た
。

中
国
共
産
党
と
共
に
、
両
国
国
民
の
利
益
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
の
意
を
示
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
保
守
党
は
祝
電
の
中
で
、
「
両
政

党
の
関
係
発
展
に
努
め
る
中
国
共
産
党
を
賞
賛

し
、
中
国
共
産
党
と
の
関
係
の
継
続
的
な
発
展

を
期
待
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
エ
メ
ン
、

ス
ー
ダ
ン
、
ケ
ニ
ア
、
キ
ル
ギ
ス
、
イ
ラ
ク
、
フ

ラ
ン
ス
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
の
国
の
首
脳
と
政
党
か

ら
も
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

外
国
メ
デ
ィ
ア

   

中
国
共
産
党
9
0
周
年
大
会

      

胡
総
書
記
演
説
を
評
価 

７月１日、北京の人民大会堂で行われた中国共産

党創立９０周年祝賀大会で演説を行う胡錦濤・

中共中央総書記　（李濤撮影）

し
、
胡
総
書
記
の
演
説
の
う
ち
、
清
廉
な
党
運

営
と
腐
敗
取
締
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
政
党
の
先

進
性
と
純
粋
性
を
保
ち
続
け
る
と
い
っ
た
内
容

を
重
点
的
に
報
道
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
ア
ン
サ
通
信
は
、
中
国
共
産
党

が
発
展
過
程
で
問
題
に
直
面
し
た
時
、
精
神
的

な
怠
慢
の
危
険
と
能
力
不
足
の
危
険

を
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
胡

総
書
記
の
談
話
を
引
用
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
『
聯
合
早
報
』

は
、
胡
総
書
記
は
中
国
共
産
党
が
目
下

警
戒
す
べ
き
４
種
類
の
危
険
に
つ
い
て

警
告
を
発
し
、
中
国
共
産
党
は
指
導
力

と
執
政
能
力
を
高
め
、
腐
敗
の
防
止
と

リ
ス
ク
管
理
能
力
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

タ
イ
の
通
信
社
も
同
日
、
胡
総
書

記
の
祝
賀
大
会
で
の
演
説
を
速
報
し

た
。
そ
の
中
で
、
「
新
し
い
時
代
に
中

国
を
成
功
へ
導
く
重
要
な
要
素
は
、
安

定
、
改
革
、
発
展
で
あ
り
、
こ
の
三
者

の
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
推
進
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
胡
総
書
記

の
演
説
を
引
用
し
た
。

北京週報ｅ刊  2011・7   8    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/9  北京週報ｅ刊  2011・7     



北京週報ｅ刊  2011・7   10    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/11  北京週報ｅ刊  2011・7     

中国と日本国際問題

今
年
３
月
、
日
本
で
大
地
震
に
よ
る
津
波
が

発
生
し
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
深
刻
な
放

射
性
物
質
漏
出
事
故
を
起
こ
し
て
以
来
、
５
月

２
２
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
第
４
回
中
日
韓
首

脳
会
議
や
、
５
月
２
６
日
に
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ー

ビ
ル
で
行
わ
れ
た
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
重
要
な

国
際
会
議
で
、
核
安
全
問
題
が
重
要
な
議
題
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
核
安
全
協
力
が
す
で
に
国
際

社
会
の
差
し
迫
っ
た
議
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
の
だ
。

核
の
安
全
が
直
面
す
る
４
つ
の
挑
戦

１
９
４
０
年
代
に
人
類
が
核
の
平
和
利
用
と

軍
事
利
用
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
核
の

安
全
が
今
日
の
よ
う
な
厳
し
い
挑
戦
に
直
面
し

た
こ
と
は
な
い
。
挑
戦
は
４
つ
の
形
で
同
時
に

襲
っ
て
き
て
い
る
。

（
１
）
原
発
事
故
。
世
界
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
協

会
の
今
年
３
月
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
世
界
４
７

カ
国
で
４
４
３
カ
所
の
原
発
が
運
転
さ
れ
て
お

り
、
ほ
か
に
建
設
中
の
原
発
が
６
２
カ
所
、
設
計

中
ま
た
は
申
請
手
続
中
が
４
８
２
カ
所
あ
る
と
い

う
。
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
現
時
点
で
国
際
原
子
力

事
象
評
価
尺
度
の
レ
ベ
ル
１
～
７
に
達
し
た
原
発

事
故
は
多
く
は
な
い
。
し
か
し
原
発
事
故
が
起
こ

る
た
び
に
は
ら
は
ら
し
、
そ
の
結
果
に
は
身
の
毛

の
よ
だ
つ
よ
う
な
恐
ろ
し
い
思
い
を
さ
せ
ら
れ

る
。
近
ご
ろ
日
本
の
福
島
第
一
原
発
で
発
生
し
た

深
刻
な
原
発
事
故
は
今
に
至
る
も
ま
だ
人
々
を
安

心
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
対
応
策
が
見
つ
か
っ
て

お
ら
ず
、
原
発
周
辺
２
０
キ
ロ
以
内
は
相
当
長

期
間
に
わ
た
っ
て
人
が
住
む
の
に
適
さ
な
い
こ

と
が
ほ
ぼ
定
説
と
な
り
、
そ
の
海
洋
生
物
の
連

鎖
へ
の
破
壊
は
今
後
数
十
年
の
う
ち
に
次
第
に

明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
国
際
環
境
保

護
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
２
０
０
６
年
４

月
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
１
９
８
６
年
４
月
に

起
き
た
旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
爆
発

事
故
で
２
７
万
人
が
が
ん
を
患
い
、
そ
の
う
ち

９
万
３
０
０
０
人
が
死
亡
、
放
射
性
物
質
被
曝

者
の
数
は
数
百
万
に
及
ん
だ
。
原
発
周
囲
３
０

キ
ロ
は
現
在
も
な
お
無
人
の
地
と
な
り
、
こ
の

地
域
の
動
植
物
は
放
射
性
物
質
の
せ
い
で
遺
伝

子
が
変
異
し
、
奇
形
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

原
発
事
故
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
白
ロ
シ
ア
、
ロ
シ

ア
で
そ
れ
ぞ
れ
数
千
平
方
キ
ロ
の
土
地
が
汚
染

さ
れ
て
荒
地
と
な
り
、
ひ
い
て
は
比
較
的
遠
い

イ
ギ
リ
ス
で
も
程
度
は
違
っ
た
が
３
４
％
の
土

地
が
汚
染
さ
れ
た
。

（
２
）
核
の
制
御
不
能
。
１
９
９
０
年
代
初

め
に
旧
ソ
連
が
解
体
し
た
際
、
一
部
の
核
施
設

の
管
理
に
抜
け
が
生
じ
、
多
く
の
核
材
料
、
核

技
術
、
核
人
材
が
制
御
不
能
な
状
態
と
な
り
、

日
本
経
団
連
と
中
国
国
際
貿
易
促
進
委
員
会

共
催
の
「
２
０
１
１
中
日
グ
リ
ー
ン
博
覧
会
」
が

６
月
1
日
、
北
京
で
開
幕
し
た
。
「
３
•
１
１
大

地
震
」
以
来
、
日
本
が
海
外
で
初
め
て
協
力
し
て

開
催
し
た
大
型
博
覧
会
で
あ
り
、
中
日
両
国
が
グ

リ
ー
ン
な
環
境
保
護
産
業
に
関
し
て
初
め
て
実
施

し
た
大
規
模
な
協
同
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

注
視
す
べ
き
は
、
２
０
０
６
年
５
月
に
中
日
が

「
省
エ
ネ
・
環
境
保
護
総
合
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
創

設
し
て
以
来
、
両
国
が
毎
年
交
互
に
開
催
し
て
き

た
こ
と
だ
。
期
間
中
に
両
国
の
間
に
な
に
か
不
快

な
こ
と
が
生
じ
て
も
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
中
断
し
た

こ
と
は
な
い
。
し
か
も
、
中
日
の
外
交
が
低
迷
し

て
い
た
時
期
で
も
、
日
本
に
世
紀
の
大
地
震
が
発

生
し
た
後
も
、
両
国
は
期
せ
ず
し
て
環
境
保
護
協

力
を
最
優
先
に
据
え
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
言
え
る

の
は
、
省
エ
ネ
・
環
境
保
護
協
力
が
中
日
の
経
済

貿
易
で
最
優
先
課
題
と
な
っ
た
こ
と
だ
。

省
エ
ネ
・
環
境
保
護
協
力
は
両
国
政
府
の
共
通

認
識
だ
。
と
く
に
グ
リ
ー
ン
な
省
エ
ネ
・
環
境
保

護
協
力
は
、
い
ず
れ
も
両
国
の
ト
ッ
プ
会
談
で
合

意
し
た
共
通
認
識
で
あ
り
、
声
明
に
お
け
る
重
要

ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
で
あ
る
。
ま
さ
に
上
層
部
の
間

の
共
通
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
両
国
の
省
エ

ネ
・
環
境
保
護
協
力
に
極
め
て
ス
ム
ー
ズ
な
ル
ー

ト
が
開
か
れ
た
。

省
エ
ネ
・
環
境
保
護
は
、
両
国
の
経
済
貿
易
協

力
で
相
互
補
完
性
が
最
も
強
い
分
野
で
あ
る
。
日

本
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
省
エ
ネ
・
環
境
保
護
技

術
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
長
年
に
わ
た
り
同
技
術

を
輸
出
し
て
き
た
経
験
と
手
段
も
あ
る
。
一
方
、

中
国
は
高
度
成
長
を
遂
げ
た
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

環
境
保
護
の
面
で
直
面
す
る
圧
力
は
増
大
し
つ
つ

あ
る
。
中
国
は
す
で
に
世
界
第
２
の
経
済
体
と

な
っ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
も
世
界
の
ト
ッ
プ
に
あ
る
。
そ
の
た

め
、
第
１
２
次
５
カ
年
計
画
で
は
、
省
エ
ネ
・
環

境
保
護
産
業
を
戦
略
的
に
重
要
な
産
業
に
据
え
、

積
極
的
に
海
外
の
技
術
を
導
入
す
る
計
画
だ
。
投

入
資
金
は
３
兆
元
と
、
世
界
第
１
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。
日
本
の
省
エ
ネ
・
環
境
保
護
分
野
で
の

先
進
技
術
と
、
中
国
の
こ
の
面
で
の
広
大
な
市
場

は
、
両
国
の
経
済
貿
易
協
力
に
最
適
の
協
力
空
間

を
創
造
し
、
最
も
豊
か
な
成
果
を
実
ら
せ
る
言
っ

て
い
い
だ
ろ
う
。

省
エ
ネ
・
環
境
保
護
協
力
は
、
や
は
り
両
国
が

直
面
し
て
い
る
最
も
現
実
的
な
要
求
で
も
あ
る
。

３
•
１
１
大
地
震
の
後
、
日
本
が
復
興
の
面
で
直

面
す
る
突
出
し
た
問
題
は
電
力
の
供
給
不
足
で
あ

り
、
同
時
に
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
が
も
た
ら

し
た
環
境
汚
染
の
面
で
も
、
極
め
て
大
き
な
危
機

と
挑
戦
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
中
国
は
、

企
業
の
汚
染
排
出
が
市
民
に
も
た
ら
す
疾
病
の
苦

し
み
や
、
や
み
く
も
な
開
発
に
よ
る
表
土
の
流
失

が
深
刻
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
、
関
連
す
る
事
例
は

尽
き
な
い
。
人
類
の
社
会
発
展
の
道
に
横
た
わ
る

共
通
の
挑
戦
を
前
に
、
中
日
両
国
は
当
然
、
手
を

携
え
て
と
も
に
進
み
、
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

省
エ
ネ
・
環
境
保
護
協
力

   
中
日
の
最
優
先
課
題
に

呂 
 

娟
（
日
本
太
陽
昇
集
団
董
事
長
）

６月１日、中日グリーン博覧会で三菱マテリアルの技術者の中国と

の協力プロジェクトに関する説明を聞く参観者　（汪永基撮影）
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世界各国は国連の枠組みの下で核安全制度構築について協力し、現在

直面している核の安全という挑戦に対応しなければならない。

張璉瑰 (中国共産党中央党校国際戦略研究所教授)

核安全協力が国際社会の
   差し迫った議題に

筆者
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国際問題 国際問題  

密
輸
が
横
行
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
つ
い

最
近
で
は
、
５
月
２
２
日
夜
に
テ
ロ
リ
ス
ト
６

人
が
突
然
パ
キ
ス
タ
ン
の
メ
ヘ
ラ
ン
海
軍
基
地

を
襲
い
、
双
方
の
激
戦
は
１
６
時
間
継
続
、
最

終
的
に
２
名
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
逃
亡
し
た
。
報

道
に
よ
る
と
、
今
回
の
襲
撃
は
お
そ
ら
く
パ
キ

ス
タ
ン
核
兵
器
庫
襲
撃
の
リ
ハ
ー
サ
ル
だ
と
い

う
。
海
軍
基
地
か
ら
２
４
キ
ロ
離
れ
た
空
軍
基

地
は
パ
キ
ス
タ
ン
核
兵
器
基
地
の
１
つ
だ
か
ら

だ
。
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
専
門
家
に
よ
る
と
、
過

去
５
年
で
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
施
設
３
カ
所
が
テ

ロ
リ
ス
ト
の
襲
撃
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
ロ

シ
ア
の
専
門
家
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
オ
サ
マ
・

ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
の
復
讐
の
た
め
に
核
兵
器
を

入
手
す
れ
ば
、
世
界
で

数
千
万
人
が
死
亡
す
る

恐

れ

が

あ

る

、

と

言

う
。
５
月
２
６
日
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ン

は
パ
キ
ス
タ
ン
核
兵
器

庫
を
襲
撃
し
な
い
と
発

表
し
た
が
、
そ
の
信
憑

性
に
つ
い
て
は
誰
も
確

か

な

こ

と

は

言

え

な

い
。
そ
の
た
め
米
国
は

近
ご
ろ
、
パ
キ
ス
タ
ン

が
核
兵
器
の
絶
対
的
安

全
を
確
保
で
き
な
い
状

況
下
で
米
国
軍
が
直
接

管
理
す
る
こ
と
を
真
剣

に
検
討
し
始
め
、
こ
れ

が
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
を

非
常
に
緊
張
さ
せ
て
い

る
。（

３
）
核
拡
散
。
現

在
国
際
間
で
核
技
術
、

核

材

料

の

地

下

密

輸

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
動

し
て
お
り
、
そ
の
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

に

は

個

人

や

集

団

、

ま

た

一

部

の
国
が
加
担
し
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
「
核

開
発
の
父
」
と
称
さ
れ
る
カ
デ
ィ
ル
・
カ
ー
ン

氏
は
核
拡
散
に
躍
起
に
な
る
道
徳
心
の
な
い
科

学
者
で
あ
る
。
カ
デ
ィ
ル
・
カ
ー
ン
氏
は
核
拡

散
が
発
覚
し
軟
禁
さ
れ
る
前
、
あ
る
核
兵
器
拡

散
を
目
論
む
国
に
上
客
と
し
て
も
て
な
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
濃
縮
ウ
ラ
ン
技
術
と
設
備
、
原

爆
設
計
図
と
引
き
換
え
に
相
当
な
額
の
米
ド
ル

を
手
に
し
た
。
数
年
前
に
は
、
亡
命
し
た
ミ
ャ

ン
マ
ー
士
官
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
北
朝
鮮
の
支

援
の
下
で
核
兵
器
開
発
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

漏
ら
し
た
。
こ
の
情
報
の
真
実
性
は
証
明
で
き

な
か
っ
た
が
、
国
際
社
会
で
極
め
て
大
き
な
懸

念
を
呼
ん
だ
。
２
０
０
７
年
９
月
、
イ
ス
ラ
エ

ル
は
秘
密
裏
に
航
空
機
で
シ
リ
ア
の
核
施
設
を

爆
撃
・
破
壊
し
、
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、

爆
撃
に
よ
る
死
亡
者
に
は
あ
る
国
の
核
兵
器
専

門
家
１
０
人
も
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
奇
妙

な
こ
と
に
、
シ
リ
ア
･
イ
ス
ラ
エ
ル
双
方
、
そ

し
て
も
う
１
つ
の
当
事
国
は
い
ず
れ
も
こ
の
重

大
事
件
に
つ
い
て
固
く
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
三
者
と
も
に
人
に
言
え
な
い
苦
衷
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
事
故
は
１
カ
月
後
に

イ
ギ
リ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
し
て
初
め
て
世

人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

（
４
）
核
実
験
。
国
連
が
『
核
兵
器
不
拡
散

条
約
』
と
『
核
実
験
全
面
禁
止
条
約
』
を
採
択

し
た
後
、
世
界
の
反
核
ブ
ー
ム
を
受
け
て
、
ほ

と
ん
ど
の
国
が
非
核
路
線
を
取
っ
た
。
し
か
し

ご
く
少
数
の
国
は
依
然
と
し
て
核
兵
器
増
強
を

目
指
し
、
核
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
は
１
９
９
８
年
５
月
に

そ
れ
ぞ
れ
５
回
、
６
回
の
核
実
験
を
行
い
、
北

朝
鮮
は
２
０
０
６
年
１
０
月
と
２
０
０
９
年
５

月
に
２
度
の
核
実
験
を
行
い
、
す
で
に
核
国
家

に
な
っ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。
特
に
心
配
な

の
は
、
北
朝
鮮
が
人
工
密
集
地
域
で
核
実
験
を

行
っ
た
こ
と
だ
。
現
在
ま
で
に
核
大
国
で
行
わ

れ
た
核
実
験
は
す
べ
て
無
人
の
大
砂
漠
か
無
人

島
で
行
わ
れ
て
き
た
。
核
実
験
が
絶
対
に
失
敗

し
な
い
と
保
証
す
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い

か
ら
だ
。
唯
一
北
朝
鮮
だ
け
が
、
頑
と
し
て
東

ア
ジ
ア
の
人
口
密
集
地
域
で
核
実
験
を
行
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
事
故
が
起
き
れ
ば
、
朝
鮮
民
族

が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
半
島

が
汚
染
さ
れ
、
立
脚
の
地
を
失
い
、
そ
し
て
周

辺
国
家
、
特
に
中
国
も
致
命
的
な
打
撃
を
受
け

る
。
北
朝
鮮
の
核
実
験
場
は
中
国
と
の
国
境
か

ら
数
十
キ
ロ
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
の
政

治
経
済
の
核
心
地
帯
は
朝
鮮
半
島
に
近
い
東
部

沿
海
地
域
と
東
北
部
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

核
安
全
協
力
は
国
際
社
会
の
差
し
迫

っ
た
議
題

人
類
社
会
が
今
直
面
し
て
い
る
核
安
全
の
厳

し
い
現
実
は
、
私
た
ち
に
こ
れ
以
上
明
白
な
も

の
は
な
い
く
ら
い
の
「
常
識
」
を
２
つ
教
え
て

く
れ
て
い
る
。
１
つ
は
放
射
性
物
質
に
は
国
境

が
な
く
、
原
発
事
故
は
全
人
類
に
影
響
し
、
核

の
安
全
は
一
国
だ
け
の
内
輪
ご
と
で
は
な
く
、

地
域
全
体
な
い
し
は
地
球
全
体
に
影
響
す
る
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
も
う
１
つ
は
、
核
の
安
全

問
題
に
お
い
て
は
国
の
主
権
が
制
限
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
核
時
代
に
、
私
た
ち
は
新
た
な

価
値
順
序
観
念
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
、
核
の
安
全
、
環
境
の
安
全
は
常
に
経
済

利
益
と
政
治
利
益
の
追
求
に
優
先
す
る
と
い
う

こ
と
だ
。
後
者
は
一
部
の
人
の
短
期
的
利
益
に

し
か
関
わ
っ
て
こ
な
い
が
、
前
者
は
民
族
と
国

家
の
生
存
に
関
わ
る
か
ら
だ
。
あ
る
国
が
核
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
合
理
的
か
つ
合
法
的
に
平
和
利
用

し
て
い
て
も
、
そ
の
事
故
の
リ
ス
ク
負
担
を
他

国
に
強
い
て
は
な
ら
な
い
。
軍
事
利
用
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
だ
。
あ
る
国
の
核
に
関
す
る
行
動

が
他
国
の
環
境
安
全
を
脅
か
し
た
場
合
、
ま
た

は
そ
の
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
場
合
、
他
国
に
は

提
案
と
交
渉
を
行
う
権
利
が
あ
る
。
ひ
い
て
は

国
連
の
安
全
保
障
理
事
会
に
干
渉
す
る
よ
う
求

め
る
権
利
ま
で
あ
る
。
核
問
題
で
は
、
い
か
な

る
国
も
主
権
を
理
由
に
独
断
で
事
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。
主
権
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
核
保

有
国
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
代
価
な
の

だ
。全

人
類
の
共
同
利
益
の
た
め
に
、
世
界
各
国

は
国
連
の
枠
組
み
の
下
で
核
安
全
制
度
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
少

な
く
と
も
下
記
の
面
か
ら
着
手
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
１
）
原
発
事
故
通
報
制
度
の
確
立
。
い
か

な
る
国
で
原
発
事
故
が
発
生
し
て
も
、
迅
速

に
、
事
実
通
り
、
十
分
に
周
辺
国
家
に
通
知

し
、
関
連
国
が
早
急
に
措
置
を
講
じ
、
被
害
を

減
ら
し
、
後
続
災
害
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
の

を
防
げ
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
原
発
事
故
の
際
に
は
、
各
国
が
互
い

に
協
力
し
合
っ
て
難
関
を
切
り
抜
け
相
互
に
支

援
し
合
う
精
神
が
必
要
と
さ
れ
る
。
あ
る
国
で

原
発
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
他
国
は
当
事
国
の

求
め
に
応
じ
て
積
極
的
に
技
術
、
物
資
、
人
員

な
ど
多
方
面
の
援
助
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
事
故
状
況
が
安
定
後
、
関
連
国
の
専
門

家
は
事
故
に
対
す
る
共
同
研
究
を
行
い
、
共
同

で
教
訓
を
汲
み
取
り
、
事
故
防
止
方
法
と
技
術

を
見
つ
け
出
す
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
国
連
が
主
導
し
て
、
整
っ
た
国
際
的

炉心融解が起きた福島第一原発１号機（５月２２日午後） （新華社）
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国際問題 国際問題  

な
特
別
核
災
害
対
応
警
報
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築

す
る
。
国
連
は
専
門
機
関
を
設
立
し
て
世
界
の

核
安
全
状
况
を
監
視
し
、
迅
速
に
核
安
全
情
報

を
通
報
す
る
。
原
発
事
故
を
処
理
す
る
専
門
部

隊
を
設
立
し
、
技
術
装
備
を
備
え
て
お
く
べ
き

で
あ
る
。

（
４
）
国
際
社
会
は
『
核
兵
器
不
拡
散
条

約
』
の
枠
組
み
の
下
で
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平

和
利
用
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
利
用
に
つ
い

て
広
く
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

科
学
技
術
の
共
有
と
普
遍
的
恩
恵
供
与
の
目

的
を
達
す
る
た
め
に
、
核
技
術
の
大
市
場
を
作

る
。
『
核
兵
器
不
拡
散
条
約
』
を
遵
守
し
な
い

国
は
自
動
的
に
共
有
の
資
格
を
失
す
る
も
の
と

す
る
。

（
５
）
国
連
管
理
の
下
で
核
技
術
、
核
材

料
、
核
設
備
の
統
一
管
理
機
関
を
設
立
し
、
核

エ
ネ
ル
ギ
ー
平
和
利
用
の
過
程
で
必
要
と
な
る

核
材
料
、
例
え
ば
原
子
炉
に
必
要
な
燃
料
棒
な

ど
の
統
一
生
産
、
販
売
、
監
督
、
技
術
サ
ー
ビ

ス
、
回
収
、
後
処
理
な
ど
を
行
う
。
こ
れ
は
技

術
保
障
が
不
十
分
な
国
で
の
事
故
発
生
防
止
に

な
る
一
方
で
、
一
部
の
国
が
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

平
和
利
用
の
蓑
に
隠
れ
て
核
兵
器
開
発
を
行
う

の
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
。

（
６
）
更
に
厳
し
い
国
際
的
監
督
管
理
・
処

罰
制
度
を
確
立
す
る
。
国
際
法
を
確
立
し
、
関

連
核
施
設
の
建
設
と
管
理
に
つ
い
て
さ
ら
に
具

体
的
で
周
密
な
国
際
規
定
を
設
け
る
。
全
人
類

の
共
同
利
益
の
た
め
に
、
国
連
安
全
保
障
理
事

会
は
関
連
決
議
を
採
択
し
、
核
安
全
管
理
関
連

規
定
に
違
犯
し
た
国
に
対
し
制
裁
を
行
う
。
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先
ご
ろ
米
国
メ
デ
ィ
ア
は
、
米
国
軍
が
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
不
正
侵
入
行
為
」
を
等
級
づ
け
す
る
、

最
高
等
級
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
不
正
侵
入
を
「
戦
争

行
為
」
と
見
な
す
、
サ
イ
バ
ー
兵
器
開
発
を
急

ぐ
、
と
い
っ
た
内
容
を
含
む
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
準

備
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
相
次
い
で
報
道
し
た
。

米
国
国
防
総
省
の
ゲ
ー
ツ
長
官
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議
（
シ
ャ

ン
グ
リ
ラ
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
）
」
で
、
米
国
は
他

国
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
戦
争
行
為
と
見
な
し

武
力
で
反
撃
す
る
と
の
旨
を
率
直
に
認
め
た
。

サ
イ
バ
ー
戦
略
を
実
施

上
述
し
た
よ
う
な
サ
イ
バ
ー
戦
争
に
関
す
る
最

新
の
態
度
表
明
は
、
米
国
の
サ
イ
バ
ー
空
間
戦
略
の

最
新
状
況
を
反
映
し
た
も
の
だ
。
米
国
は
「
サ
イ

バ
ー
空
間
」
を
陸
、
空
、
海
、
宇
宙
と
並
ぶ
「
第
５

の
空
間
」
と
考
え
て
お
り
、
世
界
で
初
め
て
「
サ
イ

バ
ー
戦
争
」
の
概
念
を
打
ち
出
し
、
そ
の
実
戦
化

を
企
図
し
て
い
る
国
で
あ
る
。
オ
バ
マ
政
権
は
サ

イ
バ
ー
空
間
か
ら
の
国
家
安
全
に
対
す
る
挑
戦
を
極

め
て
重
視
し
て
お
り
、
多
く
の
戦
略
報
告
の
中
で

そ
の
サ
イ
バ
ー
空
間
戦
略
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
９
年
５
月
、
米
国
は
『
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
評
価
報
告
』
を
発
表
し
、
国
家
安
全
に
対
す
る

バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
か
ら
の
脅
威
は
「
す
で
に
米
国
が

直
面
す
る
最
も
深
刻
な
経
済
・
軍
事
的
脅
威
の
１
つ

に
な
っ
た
」
と
指
摘
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
の

保
護
を
米
国
の
国
家
安
全
防
護
上
の
重
要
任
務
と
位

置
づ
け
た
。
２
０
１
０
年
『
４
年
ご
と
の
国
防
計
画

の
見
直
し
（
Ｑ
Ｄ
Ｒ
）
』
で
は
サ
イ
バ
ー
空
間
行
動

の
総
合
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
サ
イ
バ
ー
空
間
行
動
の

集
中
指
揮
を
実
現
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
、
国
防
総

省
に
対
し
サ
イ
バ
ー
空
間
行
動
を
国
と
国
と
の
衝
突

に
対
応
す
る
重
要
手
段
と
し
て
検
討
す
る
よ
う
求
め

た
。
２
０
１
１
年
『
国
家
軍
事
戦
略
』
で
は
さ
ら

に
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
戦
略
抑
止
力
を
構
築
し
、
こ

れ
を
米
国
軍
の
核
心
任
務
の
１
つ
と
す
る
こ
と
を
強

調
し
た
。 

上
記
の
各
文
書
に
は
、
米
国
の
サ
イ
バ
ー
戦

争
認
識
が
ほ
ぼ
「
戦
略
計
画
」
段
階
に
留
ま
っ
て

い
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。
だ
が
ゲ
ー
ツ
長
官
の
最
新
の
態
度
表
明

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
不
正
侵
入
の
等
級
づ
け
は
、

米
国
が
サ
イ
バ
ー
戦
争
に
関
す
る
問
題
を
具
体

化
し
つ
つ
あ
り
、
徐
々
に
サ
イ
バ
ー
戦
争
「
実
施

段
階
」
へ
と
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。

ま
ず
、
サ
イ
バ
ー
戦
争
に
関
す
る
基
本
問
題
、
す

な
わ
ち
「
サ
イ
バ
ー
戦
争
」
を
ど
う
規
定
す
る
か

と
い
う
問
題
を
解
決
し
た
。
国
家
行
為
と
し
て
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
戦
争
行
為
と
見
な
す
こ
と
を
明

確
に
し
、
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
具
体
的
な
対
象
を
さ

ら
に
は
っ
き
り
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
「
サ

イ
バ
ー
戦
争
に
ど
う
対
応
す
る
か
」
と
い
う
問
題

に
対
し
て
、
「
武
力
で
反
撃
す
る
」
と
い
う
答
え

を
明
確
に
示
し
た
。
今
年
５
月
１
６
日
、
米
国
は

『
サ
イ
バ
ー
空
間
の
国
際
戦
略
』
で
こ
れ
に
つ
い

て
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
述
べ
、
軍
事
手
段
を
含
む

各
種
手
段
で
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
反
撃
す
る
と
し

た
。
こ
の
戦
略
は
さ
ら
に
「
集
団
安
全
」
の
概
念

を
サ
イ
バ
ー
空
間
に
導
入
し
、
同
盟
国
へ
の
サ
イ

バ
ー
攻
撃
も
米
国
へ
の
攻
撃
と
見
な
し
て
い
る
。

米
軍
サ
イ
バ
ー
司
令
部
の
キ
ー
ス
•
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
司
令
官
も
、
サ
イ
バ
ー
司
令
部
は
「
攻
撃
能

力
」
を
備
え
、
「
機
先
を
制
す
る
」
攻
撃
戦
略

李 
 

岩 

（
中
国
現
代
国
際
関
係
研
究
院
米
国
研
究
所
助
理
研
究
員
）

筆者
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サ
イ
バ
ー
戦
争
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乗
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ー
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」
に

   

乗
り
出
し
た
米
国
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を
取
る
べ
き
だ
と
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
関
連
報
道
に
よ
れ
ば
、
米
国
は
現
在
サ
イ

バ
ー
戦
争
用
の
兵
器
を
開
発
中
だ
と
い
う
。
米

国
が
開
発
中
の
サ
イ
バ
ー
兵
器
は
１
０
０
０
種

類
以
上
に
も
の
ぼ
り
、
主
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ウ
ィ
ル
ス
攻
撃
、
分
散
型
サ
ー
ビ
ス
拒
否
攻
撃

（
Ｄ
Ｄ
ｏ
Ｓ
）
、
ロ
ジ
ッ
ク
爆
弾
な
ど
が
あ
る
。

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
報
道
に
よ
る

と
、
２
０
１
０
年
１
１
月
に
イ
ラ
ン
の
２
０
％
の

原
子
力
発
電
所
で
遠
心
分
離
機
を
動
か
な
く
さ
せ

た
「
Ｓ
ｔ
ｕ
ｘ
ｎ
ｅ
ｔ
」
ウ
ィ
ル
ス
は
、
米
国
と

イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
が
共
同
開
発
し
た
可
能
性
が
非

常
に
高
い
と
い
う
。
米
国
国
防
総
省
の
予
算
文
書

に
も
、
米
国
軍
は
現
在
、
敵
の
情
報
シ
ス
テ
ム
襲

撃
・
破
壊
ツ
ー
ル
を
含
む
設
備
一
式
と
攻
撃
能
力

を
開
発
中
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

優
勢
を
確
保

米
国
は
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
配
備
を
急
い
で
お

り
、
主
に
３
つ
の
方
面
か
ら
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
自
身
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

保
証
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
こ
の
十
数
年
で
急

速
に
発
展
し
、
人
類
の
活
動
の
各
分
野
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
関
連
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
依
存

度
は
日
増
し
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時

に
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
連
し
た
脅
威

も
大
幅
に
増
え
、
個
人
に
よ
る
ハ
ッ
カ
ー
攻
撃
・

サ
イ
バ
ー
犯
罪
か
ら
組
織
的
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
・
大

規
模
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
の
行
為
ま
で
、
世
界
的

な
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
が
目
立
っ
て
き

て
い
る
。
米
国
は
極
度
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
存

し
た
国
で
あ
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題

は
い
っ
そ
う
際
立
っ
て
お
り
、
ひ
い
て
は
国
防

総
省
、
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
な
ど
政
府
の
主

要
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
で
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
遭
う
事

態
す
ら
起
き
て
い
る
。
米
国
が
サ
イ
バ
ー
戦
争
配

備
を
急
ぐ
主
な
目
的
は
自
身
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
保
証
す
る
と
い
う
「
守
り
」
に
立
脚
し

た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
サ
イ
バ
ー
戦

争
力
を
構
築
し
て
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
行
為
を
「
制

止
・
抑
止
」
す
る
の
で
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
戦
争
実

施
時
の
米
国
の
具
体
的
な
能
力
、
配
備
な
ど
細
部

に
つ
い
て
は
ま
だ
外
部
か
ら
不
明
で
は
あ
る
が
、

米
国
の
最
近
の
一
連
の
動
き
と
態
度
表
明
か
ら
そ

の
「
サ
イ
バ
ー
抑
止
」
戦
略
意
図
が
は
っ
き
り
と

感
じ
ら
れ
る
。

次
に
、
米
国
が
サ
イ
バ
ー
戦
争
計
画
を
急
ぐ
の

は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
優
位
性
を
確
保
す
る

た
め
で
も
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
創
始
者
で

あ
る
米
国
は
サ
イ
バ
ー
空
間
で
絶
対
的
な
優
位
性

を
持
っ
て
い
る
。
チ
ッ
プ
か
ら
Ｏ
Ｓ
、
ル
ー
ト
・

サ
ー
バ
ー
か
ら
ド
メ
イ
ン
名
管
理
ま
で
、
米
国
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
支
配
し
て

き
た
。
こ
こ
数
年
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
モ
バ

イ
ル
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
端
末
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
革
新
技
術
の
発
展
と
普
及
に
よ
り
、
米
国
の
サ

イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
優
位
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て

い
る
。
サ
イ
バ
ー
戦
争
力
を
備
え
、
サ
イ
バ
ー
空
間

の
ル
ー
ル
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
今
後
米
国
が
サ
イ

バ
ー
空
間
で
覇
を
唱
え
る
た
め
の
２
大
注
力
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
司
令
部
の
設
立
、
サ
イ
バ
ー

戦
争
ル
ー
ル
の
確
立
、
サ
イ
バ
ー
兵
器
の
研
究
開
発

な
ど
の
動
き
は
、
米
国
が
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
理
論
研

究
、
具
体
的
実
施
な
ど
の
面
で
も
世
界
の
ト
ッ
プ
に

立
ち
、
先
行
優
位
性
を
手
に
し
、
覇
を
唱
え
る
た
め

に
基
礎
固
め
を
し
た
こ
と
の
表
れ
だ
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 ま

た
、
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
極
め
て
高
い
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
米
国
を
サ
イ
バ
ー
戦
争
に

向
か
わ
せ
る
重
要
な
要
因
だ
。
他
の
戦
争
方
法
と

比
べ
て
サ
イ
バ
ー
戦
争
は
資
金
投
入
が
小
さ
く
、

コ
ス
ト
が
低
く
、
配
備
が
し
易
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
破
壊
性
は
極
め
て
高
く
、
与
え
る
損
害

も
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
従
来
の
戦
争
方
法
に
引
け

を
取
ら
な
い
。
関
連
研
究
に
よ
る
と
、
サ
イ
バ
ー

兵
器
の
製
造
コ
ス
ト
は
通
常
３
０
０
ド
ル
か
ら

５
万
ド
ル
の
間
で
、
や
や
も
す
る
と
１
億
ド
ル
に

の
ぼ
る
通
常
兵
器
の
製
造
コ
ス
ト
よ
り
は
る
か
に

少
な
い
。
一
部
の
ウ
ィ
ル
ス
兵
器
な
ど
は
、
技
術

ス
タ
ッ
フ
が
数
名
い
れ
ば
完
成
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど

だ
。
米
国
が
サ
イ
バ
ー
戦
争
へ
の
注
力
を
強
め
る

の
は
、
将
来
を
見
据
え
た
戦
略
的
行
動
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
国
内
予
算
が
緊
縮
し
軍
事
費
が
制
限

さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
も
限
り
あ
る
資
源
を
活

用
し
軍
事
的
優
位
性
も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
も

米
国
の
サ
イ
バ
ー
戦
争
に
関
す
る
態
度
表
明
と

多
く
の
動
き
が
世
界
の
安
全
保
障
構
造
に
与
え
る
マ

イ
ナ
ス
面
の
影
響
を
、
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
ず
、
米
国
は
日
増
し
に
サ
イ
バ
ー
戦
争
を

新
た
な
戦
争
形
態
へ
と
拡
大
し
従
来
の
戦
争
の
延
長

形
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
い
か
な
る
戦
争
形
態
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
出
現
は
人
類
に
と
っ
て
大
き
な

災
難
と
な
る
。
核
兵
器
は
そ
の
出
現
後
、
長
い
間

世
界
を
覆
う
暗
雲
と
な
っ
た
。
そ
の
核
兵
器
よ
り
も

潜
在
的
損
害
が
大
き
い
サ
イ
バ
ー
兵
器
は
、
な
お
さ

ら
世
界
の
安
全
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
負
の
衝
撃

を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
次
に
、
米
国
の
サ
イ
バ
ー
戦

争
配
備
に
よ
っ
て
、
他
国
も
サ
イ
バ
ー
戦
争
に
対
す

る
注
目
と
投
資
を
強
め
、
サ
イ
バ
ー
空
間
に
軍
備
競

争
が
起
こ
る
危
険
性
が
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
。
人

類
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
高
い
依
存
度
と
サ
イ
バ
ー

空
間
の
相
互
ア
ク
セ
ス
と
い
う
特
性
を
鑑
み
れ
ば
、

い
っ
た
ん
サ
イ
バ
ー
軍
備
競
争
が
起
こ
れ
ば
、
そ
の

必
然
の
結
果
と
し
て
大
惨
事
を
招
く
だ
ろ
う
。
事

実
、
米
国
の
動
き
は
す
で
に
多
く
の
連
鎖
反
応
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
韓
国
は
米
国
に
次
い

で
サ
イ
バ
ー
司
令
部
を
設
置
し
、
１
５
０
カ
国
以
上

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
兵
器
開
発
の
専
門
機
関
を
設
立
し

た
。
第
３
に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
個
人
行
為
な
の
か

国
家
行
為
な
の
か
に
つ
い
て
、
現
在
は
ま
だ
技
術
手

段
で
区
別
す
る
の
が
難
し
く
、
こ
れ
が
一
部
の
国
が

サ
イ
バ
ー
戦
争
ツ
ー
ル
を
濫
用
し
て
戦
争
を
発
動
す

る
の
に
口
実
を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
技
術
的
に

は
、
攻
撃
元
の
国
を
特
定
し
、
ひ
い
て

は
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
を
突
き
詰
め
る
こ
と

す
ら
可
能
だ
が
、
い
っ
た
い
誰
が
攻
撃

に
使
わ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
操
作

し
た
の
か
ま
で
特
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
仮
に
ハ
ッ
カ
ー
の
個
人
的
な
攻

撃
行
為
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が

政
治
目
的
に
よ
っ
て
国
家
行
為
と
し
て

扱
わ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
う
な

れ
ば
国
家
間
の
衝
突
を
引
き
起
こ
し
か

ね
な
い
。

米
国
が
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
守
る
た
め
に
サ
イ
バ
ー
戦
争
と
い
う

手
段
を
取
れ
ば
、
そ
の
結
果
は
逆
に
安

全
で
な
い
不
安
定
な
サ
イ
バ
ー
空
間
を

作
る
こ
と
に
な
り
、
ち
ょ
う
ど
反
対
の

結
果
を
招
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
サ

イ
バ
ー
空
間
は
「
世
界
の
公
用
空
間
」

の
重
要
な
一
部
分
で
あ
り
、
そ
の
特
殊

性
ゆ
え
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
構
築
の
た
め

以
下
の
原
則
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
①
国
際
協
力
。
国
境
に
よ
る
制
限

を
越
え
た
サ
イ
バ
ー
空
間
で
は
、
一
国
が
他
国
と
協

力
せ
ず
に
単
独
で
行
動
し
て
も
な
か
な
か
功
を
奏
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
ハ
ッ
カ
ー
や

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
な
ど
非
国
家
行
為
は
往
々
に
し
て
よ

り
大
き
な
サ
イ
バ
ー
空
間
へ
の
脅
威
と
な
り
、
そ
の

対
応
は
国
際
社
会
が
協
力
し
て
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
問
題
を
解
決
す
る
上
で
の
注
目
点
と
出
発
点
に

な
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
②
非
軍
事
化
。

サ
イ
バ
ー
空
間
を
軍
事
化
し
暴
力
で
暴
力
を
制
す
よ

う
な
行
動
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
安
全
を

も
た
ら
さ
な
い
。
サ
イ
バ
ー
戦
争
が
蔓
延
す
れ
ば
、

相
手
と
同
様
に
自
分
ま
で
脆
弱
に
す
る
こ
と
に
な
る

だ
け
な
の
で
あ
る
。

５月１５日、ルーマニアの首都ブカレストで行われたハッカー公

開競技会で、コンピューター操作に集中する参加者　（新華社）

６月４日、シンガポールの

「アジア安全保障会議」に出

席し、テーマ講演を行う米国

国防総省のゲーツ長官　

（新華社/ＡＦＰ）
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国際問題 国際問題  

５
月
２
０
～
２
６
日
、
朝
鮮
の
指
導
者
、
金

正
日
総
書
記
は
多
数
の
経
済
・
技
術
専
門
家
を

率
い
て
中
国
を
訪
問
。
一
行
は
多
く
の
中
国
企

業
を
視
察
し
、
今
回
の
訪
中
は
経
済
的
色
彩
が

極
め
て
濃
厚
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
韓
国

の
学
者
は
、
総
書
記
の
訪
中
は
朝
鮮
国
内
の
幹

部
へ
の
「
教
育
」
の
た
め
で
あ
り
、
彼
ら
に
中

国
の
改
革
開
放
の
巨
大
な
成
果
を
肌
で
感
じ
さ

せ
、
朝
鮮
の
今
後
の
政
策
転
換
の
参
考
に
す
る

の
が
目
的
だ
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
朝
鮮
半

島
は
依
然
と
し
て
緊
迫
し
、
朝
鮮
の
核
問
題
を

め
ぐ
る
６
カ
国
協
議
が
停
滞
し
て
い
る
中
、
朝

鮮
は
国
家
戦
略
の
重
点
を
経
済
発
展
へ
と
シ
フ

ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
朝
鮮
経
済
は
い
か

に
発
展
し
て
い
く
の
か
が
、
世
界
が
関
心
を
寄

せ
る
問
題
だ
。

◆
経
済
発
展
は
困
難
な
局
面
打
開
に

重
要

朝
鮮
は
現
在
、
３
つ
の
大
き
な
問
題
に
直
面

し
て
い
る
。
第
1
は
、
外
部
の
安
全
環
境
を
め
ぐ

る
問
題
が
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
。
第
２

は
、
内
部
の
政
局
が
世
代
交
代
の
試
練
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
。
第
３
は
、
経
済
が
発
展
に
向
け
て

多
く
の
挑
戦
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
３

つ
の
問
題
は
相
互
連
関
性
が
比
較
的
大
き
く
、
ま

た
相
互
に
制
約
す
る
も
の
だ
。
だ
が
、
現
在
の
錯

綜
し
た
か
つ
複
雑
な
状
況
を
見
れ
ば
、
経
済
発
展

は
朝
鮮
が
困
難
な
局
面
を
打
開
す
る
唯
一
実
行
可

能
な
選
択
で
あ
る
。

外
部
の
安
全
環
境
の
面
で
は
、
昨
年
の
哨
戒

艦
「
天
安
」
と
延
坪
島
事
件
の
た
め
、
朝
鮮
と

韓
国
の
関
係
は
深
刻
な
対
立
状
態
に
陥
っ
た
。

韓
国
側
は
朝
鮮
が
ま
ず
事
件
に
つ
い
て
謝
罪
す

る
こ
と
を
双
方
の
対
話
の
前
提
と
し
、
米
国
は

基
本
的
に
朝
韓
関
係
の
改
善
を
６
カ
国
協
議
再

開
の
前
提
と
し
て
い
る
。
朝
鮮
は
何
度
も
哨
戒

艦
事
件
に
は
関
与
し
て
い
な
い
と
公
式
に
表
明

し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
韓
国
の

要
求
を
満
た
す
の
が
難
し
い
の
は
明
ら
か
だ
。

同
時
に
、
韓
国
と
米
国
は
い
ず
れ
も
来
年
に
総

選
挙
を
控
え
て
お
り
、
政
策
の
重
大
な
調
整
は

で
き
な
い
。
一
方
、
朝
鮮
に
も
韓
米
に
政
策
を

変
更
さ
せ
る
何
ら
効
果
あ
る
手
段
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
半
島
の
政
治
的
膠
着
状
態
を
短
期
間

で
打
開
す
る
の
は
難
し
い
。

韓
米
に
自
ら
の
政
策
を
堅
持
さ
せ
よ
う
と
す
る

い
ま
１
つ
の
重
要
な
原
因
は
、
朝
鮮
内
部
の
政
局

に
明
ら
か
な
脆
弱
性
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
だ
。

２
０
０
８
年
に
金
総
書
記
の
健
康
状
態
が
突
然
、

問
題
視
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
指
導
者
の
世
代
交
代

問
題
の
解
決
が
予
定
よ
り
早
く
議
論
さ
れ
始
め

た
。
第
３
代
の
指
導
者
を
い
か
に
確
定
す
る
か
、

い
か
に
引
き
継
ぐ
か
、
引
き
継
い
だ
後
に
朝
鮮
を

導
く
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
、
朝
鮮
に
ど
ん
な
変

化
が
起
き
る
の
か
な
ど
、
一
連
の
問
題
が
眼
前
に

さ
ら
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
不
確
実
性
を

前
に
、
韓
米
が
対
立
状
態
の
中
で
状
況
を
探
り
、

時
間
を
か
け
て
待
つ
こ
と
を
選
ぶ
の
は
明
ら
か
だ

ろ
う
。

朝
鮮
に
と
っ
て
、
世
代
交
代
の
平
穏
な
移
行
を

解
決
す
る
上
で
主
要
と
な
る
問
題
は
、
十
分
な
内

部
の
支
持
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
人
び
と
に
認
め

さ
せ
る
重
要
な
条
件
は
、
国
家
の
安
全
を
保
証
す

る
と
同
時
に
、
人
び
と
の
生
活
を
絶
え
ず
改
善
で

き
る
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
外
部
の
安
全
環
境
が

比
較
的
緩
和
さ
れ
る
こ
と
は
、
朝
鮮
の
経
済
発
展

に
よ
り
プ
ラ
ス
と
な
り
、
朝
鮮
の
権
力
の
引
き
渡

し
に
も
プ
ラ
ス
と
な
る
。

だ
が
、
外
部
の
安
全
環
境
の
改
善
が
難
し
い
状

況
の
下
で
も
、
経
済
発
展
と
人
び
と
の
生
活
水
準

の
著
し
い
向
上
を
実
現
で
き
れ
ば
、
恐
ら
く
新
世

代
の
継
承
者
の
地
位
の
強
化
に
よ
り
プ
ラ
ス
と
な

る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ど
の
面
か
ら
見
て
も
、

受
動
的
で
あ
れ
、
ま
た
主
動
的
で
あ
れ
、
精
力
を

集
中
し
て
経
済
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
ま
さ
に

朝
鮮
が
内
外
の
困
難
の
局
面
を
打
開
す
る
重
要
な

政
策
の
選
択
な
の
で
あ
る
。

◆
一
貫
し
て
自
ら
の
発
展
路
線
を
模
索

冷
戦
終
結
後
、
国
際
環
境
が
激
し
く
変
化
し
、

朝
鮮
経
済
は
そ
れ
ま
で
の
社
会
主
義
陣
営
の
拠
り

ど
こ
ろ
を
失
っ
た
こ
と
で
著
し
く
後
退
し
始
め

た
。
９
０
年
代
中
期
の
深
刻
な
自
然
災
害
で
経
済

的
困
難
は
さ
ら
に
悪
化
。
当
時
、
経
済
は
数
年
連

続
し
て
マ
イ
ナ
ス
成
長
だ
っ
た
。
朝
鮮
は
比
較
的

富
裕
な
国
か
ら
零
落
し
て
外
貨
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

食
糧
が
欠
乏
す
る
国
と
な
っ
た
。

「
苦
難
の
行
軍
」
を
経
て
新
世
紀
に
入
る
と
、

朝
鮮
経
済
は
徐
々
に
回
復
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、

長
期
に
わ
た
る
経
済
的
困
難
の
た
め
、
現
行
の
経

済
運
営
方
式
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ

た
。
指
導
者
は
新
た
な
情
勢
の
下
で
、
経
済
発
展

の
方
法
を
模
索
し
始
め
た
。

０
１
年
、
金
総
書
記
は
「
古
い
観
念
か
ら
脱

却
し
、
斬
新
な
思
考
を
す
る
」
こ
と
を
提
起
。

０
２
年
７
月
1
日
に
は
、
生
産
効
率
の
向
上
を

目
標
と
し
た
「
経
営
管
理
の
改
善
措
置
」
を
打

ち
出
し
た
。
措
置
に
は
計
画
策
定
権
の
下
部
組

織
へ
の
移
譲
、
為
替
レ
ー
ト
改
革
や
価
格
改
革

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
政
策
面
か
ら
長

期
に
わ
た
り
実
施
す
る
供
給
制
度
に
も
触
れ
て

い
る
。
朝
鮮
経
済
は
実
物
経
済
か
ら
貨
幣
経
済

へ
と
転
換
。
商
品
経
済
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
も

こ
れ
に
伴
い
経
済
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い
っ

た
。だ

が
、
「
7
・
1
改
革
」
は
新
た
な
経
済
環

境
に
適
応
し
た
第
一
段
階
の
模
索
の
実
践
に
過
ぎ

ず
、
決
し
て
系
統
的
な
改
革
で
は
な
い
。
経
済
の

発
展
問
題
を
解
決
す
る
上
で
、
多
く
の
理
論
・
実

践
的
問
題
が
指
導
者
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
外
部

の
安
全
環
境
に
極
め
て
大
き
な
不
確
実
性
が
存
在

す
る
中
で
、
い
か
に
経
済
発
展
と
先
軍
政
治
と
の

関
係
を
処
理
す
る
か
、
外
部
に
敵
対
環
境
が
存
在

す
る
中
、
い
か
に
開
放
と
自
我
の
主
体
と
の
関
係

を
処
理
す
る
か
、
ま
た
、
複
雑
な
内
外
の
政
治
・

経
済
環
境
の
中
で
、
い
か
に
市
場
経
済
と
経
済
計

画
と
の
関
係
を
処
理
す
る
か
―
―
と
い
っ
た
問
題

朝
鮮
、
経
済
発
展
路
線
を
模
索

時
永
明
（
中
国
国
際
問
題
研
究
所
副
研
究
員
）

５月１６日にピョンヤンで開かれた春季国際商品展

示会。冷蔵庫に人気が集まった（張利撮影）



北京週報ｅ刊  2011・7   20    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/21  北京週報ｅ刊  2011・7     

政治 国際問題  

国
務
院
の
「
２
０
０
９
年
中
国
人
権
白
書
」

が
言
う
「
全
国
で
少
数
民
族
の
幹
部
は
合
わ
せ
て

２
９
０
万
人
余
り
お
り
、
幹
部
総
数
の
約
７
•

４
％
を
占
め
る
」
に
基
づ
い
て
推
算
す
れ
ば
、

０
９
年
現
在
、
中
国
の
幹
部
総
数
は
お
よ
そ

３
９
０
０
万
人
、
総
人
口
の
約
２
•
９
１
％
を

占
め
る
。
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
を
建
設

す
る
に
は
、
こ
う
し
た
幹
部
が
い
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
中
国
に
お
い
て
、
幹
部
が
内
包
す
る

意
味
は
事
業
の
中
核
的
存
在
、
大
衆
の
公
僕
で

あ
る
。
幹
部
と
は
、
自
ら
が
担
う
そ
れ
ぞ
れ
の

具
体
的
仕
事
を
も
っ
て
人
民
に
奉
仕
す
る
こ
と

で
あ
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
幹
部
と
は
大
衆
を

教
育
し
、
組
織
し
、
指
導
し
て
あ
る
事
業
を
完

成
さ
せ
る
人
で
あ
る
。

い
か
に
し
て
人
民
に
幹
部
を
信
頼
し
て
も
ら

う
か
。
い
か
に
し
て
幹
部
が
人
民
に
奉
仕
す
る

よ
う
に
さ
せ
る
か
。
こ
れ
は
中
国
共
産
党
の
革

命
、
建
設
及
び
発
展
に
お
い
て
徐
々
に
形
成
さ

れ
て
き
た
完
ぺ
き
な
、
中
国
の
特
色
を
備
え
か

つ
比
較
的
科
学
的
な
幹
部
考
査
制
度
に
役
に
立

つ
。

考
査
は
ど
の
面
か
ら
着
手
す
る
の
か

中
国
共
産
党
の
幹
部
の
考
査
は
主
に
「
徳
・

能
・
勤
・
績
・
廉
」
の
５
つ
の
面
か
ら
な
る
。

「
徳
」
と
は
即
ち
、
品
徳
、
道
徳
の
こ
と
で

あ
る
。
中
国
は
昔
か
ら
「
徳
は
水
の
源
の
如

し
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
の
党
は
一

貫
し
て
「
徳
」
を
幹
部
考
査
の
最
も
重
要
な
基

準
と
見
な
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
言
う
「
徳
」

に
は
政
治
思
想
上
の
品
徳
、
倫
理
道
徳
、
職
業

道
徳
、
社
会
道
徳
、
個
人
の
心
理
的
道
徳
な
ど

が
含
ま
れ
る
。
中
国
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な

「
徳
」
は
政
治
思
想
上
の
品
徳
で
あ
り
、
幹
部

が
成
長
・
発
展
す
る
方
向
を
決
定
す
る
要
素
で

あ
り
、
全
社
会
の
発
展
方
向
に
対
し
風
向
計
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
面
に
お
け

る
「
徳
」
も
、
幹
部
の
「
公
僕
」
と
し
て
の
身

分
に
不
可
欠
な
有
機
的
な
一
部
で
あ
る
。
幹
部

の
「
徳
」
を
考
査
す
る
過
程
に
お
い
て
、
カ
ギ

と
な
る
の
は
、
そ
の
政
治
的
立
場
、
思
想
的
資

質
と
職
業
道
徳
を
考
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
能
」
と
は
即
ち
、
能
力
、
才
能
の
こ
と
で

あ
る
。
人
民
に
奉
仕
し
、
大
衆
を
教
育
し
、
組

織
し
、
指
導
し
て
あ
る
事
業
を
完
成
さ
せ
る
総

合
的
な
能
力
で
あ
り
、
こ
こ
で
言
う
「
能
」
に

は
身
体
的
素
質
、
基
本
的
な
仕
事
の
能
力
な
ど

一
般
的
な
能
力
と
、
業
務
能
力
や
管
理
能
力
、

指
導
能
力
、
創
造
ま
た
は
革
新
能
力
、
執
行
能

力
、
経
験
な
ど
特
殊
な
能
力
が
含
ま
れ
る
。
幹

部
の
「
能
」
を
考
査
す
る
過
程
に
お
い
て
、
カ

ギ
と
な
る
の
は
、
そ
の
本
職
と
す
る
仕
事
と
関

係
す
る
業
務
、
技
術
、
管
理
の
レ
ベ
ル
を
考
査

す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
勤
」
と
は
即
ち
、
仕
事
の
態
度
、
積
極
性

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
勤
」
に
は
組

織
・
紀
律
上
の
態
度
、
積
極
的
な
態
度
、
本
職

に
お
け
る
勤
勉
で
仕
事
を
敬
う
態
度
、
出
勤
率

な
ど
が
含
ま
れ
る
。
「
勤
」
で
は
仕
事
の
実
践

に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
幹
部
の
「
勤
」
を

考
査
す
る
過
程
に
お
い
て
、
カ
ギ
と
な
る
の

は
、
そ
の
本
職
と
す
る
職
場
に
お
け
る
勤
勉
で

仕
事
を
敬
う
精
神
と
労
働
・
作
業
紀
律
の
状

況
、
す
す
ん
で
研
鑽
し
て
い
る
か
、
業
務
で
向

上
を
重
ね
、
労
苦
を
い
と
わ
ず
、
革
新
に
努
め

で
あ
る
。

０
３
年
以
降
、
経
済
模
索
の
路
線
が
明
ら
か
に

外
部
の
安
全
環
境
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
た

こ
と
で
、
朝
鮮
は
再
び
先
軍
政
治
、
国
防
の
発
展

を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
、
０
８
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
経
済
発
展
を
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
据
え
、
「
強
盛
大
国
」
を
建
設

す
る
と
の
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
1
２
年
の
金

日
成
主
席
生
誕
１
０
０
周
年
の
際
に
、
強
盛
大
国

の
扉
を
開
く
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
精
力
を
集

中
し
て
経
済
を
発
展
さ
せ
る
、
こ
れ
が
今
、
朝
鮮

で
は
新
た
な
社
会
的
運
動
と
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う

だ
。

◆
経
済
発
展
の
思
考
方
法
を
徐
々
に

確
立

０
２
年
の
「
7
・
1
改
革
」
に
よ
り
、
朝
鮮
経

済
で
は
市
場
経
済
的
な
要
素
が
絶
え
ず
増
大
し
、

一
部
民
間
人
の
経
済
力
も
増
強
さ
れ
、
部
分
的
な

富
裕
と
総
体
的
な
欠
落
か
ら
差
異
が
形
成
さ
れ
、

ま
た
イ
ン
フ
ラ
を
共
同
で
推
し
進
め
た
こ
と
で
、

社
会
の
貧
富
の
格
差
が
顕
著
に
な
り
始
め
た
。
こ

の
た
め
、
０
９
年
に
貨
幣
改
革
を
通
じ
て
複
雑
な

経
済
的
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
試
み
た
。
貨
幣
改

革
が
朝
鮮
経
済
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し

た
の
は
明
ら
か
だ
が
、
同
時
に
指
導
層
は
経
済
規

律
の
研
究
を
よ
り
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
経
済

発
展
へ
の
思
考
方
法
も
成
熟
化
の
方
向
に
あ
る
。

現
在
、
朝
鮮
の
経
済
発
展
思
考
は
主
に
以
下
の

面
に
具
体
的
に
見
ら
れ
る
。

先
ず
、
対
外
開
放
度
を
拡
大
し
た
こ
と
だ
。
冷

戦
終
結
後
、
朝
鮮
は
一
貫
し
て
絶
え
ず
経
済
特
区

の
開
放
を
試
み
る
こ
と
で
、
国
際
経
済
と
の
交
流

を
拡
大
し
て
き
た
。
代
表
的
な
の
が
羅
先
経
済
特

区
と
開
城
工
業
パ
ー
ク
。
１
０
年
１
月
、
羅
先
市

を
特
別
市
と
し
、
経
済
特
区
の
発
展
の
推
進
に
期

待
を
示
し
た
。
同
年
２
月
、
中
国
と
の
国
境
を
流

れ
る
鴨
緑
江
に
位
置
す
る
２
カ
所
の
面
積
最
大
の

島
、
黄
金
坪
島
と
威
化
島
を
中
国
企
業
に
委
託
し

て
開
発
。
そ
の
後
、
金
坪
島
と
威
化
島
の
５
０
平

方
キ
ロ
の
区
域
を
自
由
貿
易
区
に
指
定
し
、
外
国

人
を
含
む
ビ
ザ
無
し
の
自
由
な
出
入
り
を
許
可
し

た
。
３
月
、
平
壤
な
ど
８
大
都
市
を
新
経
済
特
区

と
し
、
外
資
に
開
放
し
て
優
遇
税
制
政
策
を
実
施

し
て
い
る
。

次
に
、
対
外
経
済
の
発
展
に
対
応
す
る
体
制
の

整
備
を
強
化
し
た
こ
と
だ
。
１
０
年
に
大
豊
国
際

投
資
グ
ル
ー
プ
と
国
家
開
発
銀
行
を
設
立
。
投
資

グ
ル
ー
プ
は
対
外
経
済
協
力
機
構
と
し
て
、
開
発

銀
行
の
た
め
に
投
資
を
誘
致
し
、
財
源
を
保
障
す

る
。
一
方
、
開
発
銀
行
は
国
の
経
済
発
展
に
向
け

た
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資
を
担
う
。
こ
の

た
め
、
開
発
銀
行
は
国
際
金
融
機
関
や
国
際
商
業

銀
行
と
取
引
が
で
き
る
現
代
的
な
金
融
ル
ー
ル
と

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
３
は
、
経
済
発
展
を
推
進
す
る
た
め
の
制

度
の
整
備
を
強
化
し
た
こ
と
だ
。
１
０
年
下
半
期

か
ら
、
経
済
を
主
管
す
る
機
構
の
調
整
を
実
施
。

「
合
弁
投
資
指
導
局
」
を
「
合
弁
投
資
委
員
会
」

に
拡
大
・
再
編
し
、
外
資
を
指
導
・
管
理
す
る

中
央
指
導
機
構
と
し
た
。
「
国
家
資
源
開
発
指
導

局
」
を
「
国
家
資
源
開
発
省
」
に
格
上
げ
し
た
ほ

か
、
全
国
の
経
済
建
設
を
統

一
的
に
計
画
・
指
導
す
る
た

め
、
「
経
済
開
発
総
局
」
を

別
に
設
立
し
た
。

今
年
初
め
、
朝
鮮
は
「
国

家
経
済
開
発
１
０
年
戦
略
計

画
」
を
策
定
し
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

１
２
の
重
点
分
野
の
発
展
目

標
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
、

１
２
年
に
「
強
盛
大
国
の
扉

を
開
く
」
枠
組
み
が
確
定
す

る
と
と
も
に
、
「
２
０
年
に

先
進
国
レ
ベ
ル
に
達
す
る
展

望
を
示
し
た
」
。

そ
れ
で
も
、
自
ら
の
目
標

の
実
現
は
任
重
く
し
て
道
遠

し
で
あ
る
。
だ
が
、
朝
鮮
経

済
が
面
目
を
か
な
り
一
新
す

る
と
期
待
を
寄
せ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

朝鮮銀豊合営会社。袋詰め作業をする労働者（張利撮影）

中
共
の
幹
部
考
査
制
度

   

賀
新
元
（
中
国
社
会
科
学
院
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
院
）
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政治 政治

て
い
る
か
ど
う
か
を
考
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
績
」
と
は
即
ち
、
仕
事
の
実
績
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
績
」
に
は
仕
事
の
指
標

上
の
実
績
、
仕
事
の
効
率
上
の
実
績
、
仕
事
の

効
果
・
利
益
上
の
実
績
が
含
ま
れ
る
。
幹
部
の

「
績
」
を
考
査
す
る
過
程
に
お
い
て
、
カ
ギ
と

な
る
の
は
、
そ
の
職
責
の
履
行
、
任
務
の
達
成

状
況
、
数
や
質
、
効
果
・
利
益
、
成
果
の
レ
ベ

ル
な
ど
の
状
況
、
経
済
・
社
会
の
発
展
に
及
ぼ

す
直
接
ま
た
は
間
接
的
な
貢
献
を
考
査
す
る
こ

と
で
あ
る
。

「
廉
」
と
は
即
ち
、
仕
事
上
の
品
行
方
正
の

こ
と
で
あ
る
。
中
国
は
昔
か
ら
「
公
の
心
が
あ

れ
ば
、
問
題
は
明
ら
か
に
解
決
で
き
、
廉
潔
で

あ
れ
ば
、
威
信
と
信
望
が
得
ら
れ
る
」
と
言
わ

れ
て
き
た
。
こ
こ
で
言
う
「
廉
」
に
は
主
に
廉

潔
奉
公
、
厳
格
自
律
が
含
ま
れ
る
。
実
際
の
考

査
作
業
に
お
い
て
、
幹
部
の
「
廉
」
の
考
査

は
、
党
と
国
の
清
廉
か
つ
公
正
な
関
係
規
定
を

執
行
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
に
厳
し
く
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
法
律
や
法
規
に
違

反
し
て
は
い
な
い
か
、
不
健
全
な
行
為
を
自
覚

的
に
抑
制
し
、
公
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
、
廉
潔
・
自
律
な
ど
の
状
況
に
集
中

し
て
い
る
。

ど
ん
な
方
法
で
考
査
す
る
の
か

科
学
的
発
展
観
を
指
導
思
想
と
審
査
基
準
と

し
、
民
主
的
な
査
定
や
世
論
調
査
、
実
績
の
分

析
、
個
別
の
対
話
と
全
面
的
な
評
価
と
い
っ
た

具
体
的
な
方
法
を
総
合
的
に
運
用
し
て
幹
部
を

考
査
、
評
価
す
る
。
民
主
的
な
査
定
で
は
、
主

党
幹
部
の
考
査
は
非
常
に
民
主
的
、
透
明
な

も
の
で
あ
り
、
大
衆
の
考
査
へ
の
参
与
も

増
え
て
お
り
、
「
上
級
に
よ
る
審
査
、
同
級

に
よ
る
相
互
評
価
、
下
級
に
よ
る
査
定
、
大

衆
評
価
、
考
査
の
公
示
」
が
互
い
に
け
ん
制

す
る
民
主
的
な
考
査
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ほ
ぼ
形

成
さ
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
幹
部
考
査
は

全
天
候
型
の
３
６
０
度
の
考
査
だ
と
例
え
る

人
も
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
民
主
の
程
度
は
考

査
結
果
の
客
観
度
と
精
確
度
に
か
か
っ
て
お

り
、
考
査
の
民
主
化
は
ま
だ
時
代
と
と
も
に

歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

考
査
は
何
を
目
的
と
す
る
の
か

幹
部
の
考
査
は
、
幹
部
を
養
成
し
、
監
督

し
、
教
育
す
る
こ
と
で
「
徳
・
能
・
勤
・
績
・

廉
」
の
自
我
向
上
を
促
進
し
、
人
民
に
よ
り
良

く
奉
仕
し
、
さ
ら
に
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主

義
の
偉
大
な
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
旨
と
し

て
い
る
。
ま
た
考
査
を
通
し
て
、
幹
部
に
自
ら

の
長
所
と
欠
点
、
実
績
、
不
足
な
点
を
明
確
に

把
握
さ
せ
る
。
考
査
の
過
程
か
ら
言
え
ば
、
あ

る
幹
部
の
評
価
と
考
察
は
実
は
、
幹
部
に
対
す

る
鞭
撻
、
養
成
、
教
育
で
あ
り
、
「
権
限
は
人

民
の
た
め
に
用
い
る
、
利
益
は
人
民
の
た
め
に

図
る
、
感
情
は
人
民
の
た
め
に
結
び
つ
け
る
」

と
の
理
念
を
真
に
確
立
さ
せ
、
幹
部
の
「
公

僕
」
と
し
て
の
身
分
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。

と
し
て
政
治
的
姿
勢
、
思
想
的
資
質
、
仕
事
へ

の
考
え
方
、
組
織
・
協
調
性
、
法
に
基
づ
く
業

務
執
行
、
心
理
的
素
養
、
精
神
状
態
、
仕
事
ぶ

り
、
職
責
・
成
果
の
履
行
、
複
雑
な
問
題
の
解

決
、
基
層
組
織
の
整
備
、
廉
潔
・
自
律
か
ど
う

か
な
ど
を
対
象
と
す
る
。
世
論
調
査
に
は
主
に

経
済
・
政
治
・
文
化
・
社
会
・
党
の
建
設
面
に

お
い
て
、
大
衆
が
直
接
感
得
す
る
仕
事
の
状
態

や
成
果
が
含
ま
れ
る
。
実
績
の
分
析
は
、
主
と

し
て
関
係
方
面
が
提
供
す
る
経
済
・
社
会
発
展

の
全
体
的
状
況
と
大
衆
の
評
価
・
意
見
を
通
し

て
、
仕
事
へ
の
考
え
方
、
仕
事
へ
の
投
入
と
成

果
を
重
点
的
に
分
析
す
る
。
個
別
の
対
話
は
、

幹
部
の
道
徳
・
才
能
面
に
お
け
る
資
質
を
深
く

理
解
す
る
重
要
な
方
法
で
あ
り
、
主
と
し
て
本

人
と
直
接
言
葉
を
交
わ
す
。
総
合
的
評
価
で

は
、
考
査
情
報
を
全
面
的
に
把
握
し
た
上
で
、

民
主
的
な
推
薦
、
民
主
的
な
査
定
、
世
論
調

査
、
実
績
の
分
析
、
個
別
の
対
話
に
関
す
る
結

果
を
比
較
・
分
析
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る

情
報
と
結
び
つ
け
て
客
観
的
か
つ
公
正
な
評
価

を
下
す
。

考
査
結
果
は
ど
う
評
価
す
る
の
か

才
徳
兼
備
、
徳
を
優
先
す
る
こ
と
が
、
中
国

共
産
党
の
幹
部
に
対
す
る
基
本
的
要
求
で
あ

り
、
才
能
を
見
て
任
用
し
、
形
式
に
拘
泥
し
な

い
こ
と
が
、
中
国
共
産
党
の
幹
部
登
用
の
基
本

的
基
準
で
あ
る
。
「
徳
は
あ
っ
て
も
才
能
が
な

け
れ
ば
愚
か
な
こ
と
を
す
る
、
徳
が
な
け
れ
ば

才
能
が
あ
っ
て
も
悪
事
を
す
る
、
徳
が
な
く
才

能
も
な
け
れ
ば
、
こ
と
を
ま
っ
と
う
で
き
ず
、

だ
め
に
す
る
」
。
中
国
に
こ
ん
な
こ
と
わ
ざ
が

あ
る
。
考
査
の
終
了
後
、
結
果
を
評
価
・
運
用

す
る
。
評
定
は
一
般
に
優
秀
、
職
務
に
適
す

る
、
ほ
ぼ
職
務
に
適
す
る
、
職
務
に
適
さ
な

い
、
の
４
等
級
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
相
応
の
賞
罰
が
与
え
ら
れ
る
。
運
用
は
評

定
の
延
長
で
あ
り
、
評
定
等
級
に
基
づ
き
幹
部

に
対
し
相
応
の
賞
罰
、
即
ち
任
用
、
昇
格
・
降

格
、
等
級
の
調
整
、
物
質
・
精
神
的
賞
罰
、
学

習
条
件
の
整
備
と
研
修
、
第
一
線
で
の
実
践
と

訓
練
の
強
化
な
ど
を
行
う
。

考
査
結
果
の
評
価
・
運
用
は
、
人
材
を
選
出

し
、
多
く
の
優
秀
な
人
物
を
広
く
集
め
、
そ
れ

ぞ
れ
が
才
能
を
尽
く
し
、
昇
格
・
降
格
す
る
活

力
に
満
ち
た
登
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
形
成
す
る
こ

と
で
、
中
国
共
産
党
の
執
政
能
力
を
向
上
さ
せ

る
の
に
プ
ラ
ス
と
な
る
。

考
査
の
民
主
化
の
状
況
は
ど
う
か

幹
部
の
考
査
は
徐
々
に
深
化
す
る
１
つ
の

民
主
化
の
過
程
で
あ
る
。
今
日
の
中
国
共
産

２０１０年１０月１１

日、中共中央組織部が

北京で行なった幹部育

成班の研修生と会見す

る習近平国家副主席　

（李濤撮影）

http://japanese.beijingreview.com.cn/23  北京週報ｅ刊  2011・7     



北京週報ｅ刊  2011・7   24    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/25  北京週報ｅ刊  2011・7     

経済 経済

内
外
か
ら
高
い
関
心
を
集
め
た
京
滬
鉄
道
は
６

月
末
、
正
式
に
開
通
し
運
行
を
始
め
る
。
世
界
最

速
か
つ
技
術
レ
ベ
ル
最
高
の
高
速
鉄
道
で
あ
り
、

設
計
上
の
時
速
は
３
８
０
キ
ロ
。
昨
年
１
２
月
の

調
整
試
験
段
階
で
は
、
時
速
４
８
６
•
１
キ
ロ
で

走
り
、
世
界
の
鉄
道
の
試
験
運
行
最
高
速
度
を
記

録
。
こ
れ
は
現
在
最
先
端
の
ボ
ー
イ
ン
グ
機
の
速

度
に
相
当
す
る
。

東
部
地
区
の
南
北
を
結
ぶ
交
通
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
、
制
約
を
解
決
す
る
た
め
、
中
国
は
こ
の
高
速

鉄
道
を
建
設
し
た
。
北
京
南
駅
か
ら
上
海
虹
橋

駅
ま
で
、
総
延
長
１
３
１
８
キ
ロ
、
投
資
総
額

２
２
０
９
億
元
（
1
元
約
１
２
円
）
。
北
京
と
上

海
間
の
所
要
時
間
は
現
在
の
１
０
時
間
か
ら
５
時

間
以
内
に
短
縮
さ
れ
る
。

昨
年
１
２
月
か
ら
先
ず
、
レ
ー
ル
、
接
触

網
、
電
気
供
給
・
変
電
、
列
車
制
御
シ
ス
テ

ム
の
調
整
・
試
験
、
総
合
的
接
地
、
電
磁
互

換
性
、
振
動
・
騒
音
、
路
盤
、
橋
梁
な
ど

１
８
大
項
目
の
測
定
を
実
施
、
同
時
に
多

項
目
に
わ
た
り
科
学
的
試
験
も
行
っ
た
。
調

整
・
試
験
を
繰
り
返
し
た
こ
と
で
、
固
定
設

備
と
移
動
設
備
の
安
全
性
と
信
頼
性
、
質
的

安
定
性
と
シ
ス
テ
ム
の
整
合
性
が
検
証
、
最

適
化
さ
れ
、
建
設
の
所
期
の
目
標
を
完
全
に

達
成
し
た
。
京
滬
鉄
道
と
い
う
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
速
度
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
ハ
イ
テ

ク
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
だ
。
全
世
界
で
す
で
に

建
設
さ
れ
た
高
速
鉄
道
の
中
で
、
京
滬
鉄
道

は
レ
ー
ル
の
建
設
に
し
ろ
、
列
車
の
製
造
と

運
行
制
御
の
面
に
し
ろ
、
そ
の
技
術
レ
ベ
ル

は
い
ず
れ
も
世
界
先
端
に
位
置
し
、
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
技
術
も
少
な
く
な

い
。

極
め
て
高
い
レ
ー
ル
の
精
確
度

京
滬
鉄
道
立
案
の
当
初
、
中
国
国
内
で
は
リ

ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
か
、
そ
れ
と
も
車
輪
レ
ー
ル

技
術
を
使
用
す
る
か
で
激
し
い
議
論
が
起
き
た
。

全
国
の
高
速
鉄
道
網
全
体
を
考
慮
し
て
、
鉄
道
部

は
最
終
的
に
車
輪
レ
ー
ル
技
術
を
選
択
。
建
設
中

ま
た
は
将
来
建
設
す
る
そ
の
他
の
高
速
鉄
道
が
い

ず
れ
も
採
用
す
る
の
は
車
輪
レ
ー
ル
技
術
だ
か
ら

だ
。中

国
の
普
通
の
鉄
道
と
異
な
り
、
高
速
鉄
道

に
敷
設
す
る
の
は
砂
利
の
な
い
レ
ー
ル
。
鉄
道
部

に
よ
れ
ば
、
京
滬
鉄
道
全
線
に
敷
く
無
砂
利
レ
ー

ル
は
約
１
２
６
８
キ
ロ
、
総
延
長
の
９
６
•
２
％

を
占
め
る
。
時
速
３
８
０
キ
ロ
の
無
砂
利
レ
ー
ル

は
、
建
設
工
程
が
非
常
に
複
雑
で
あ
り
、
沈
降
観

測
や
評
価
、
橋
面
と
路
盤
面
の
検
査
、
防
水
層
工

事
、
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
の
サ
ポ
ー
ト
工
事
、
レ
ー

ル
プ
レ
ー
ト
工
事
、
補
助
レ
ー
ル
な
ど
９
大
工
程

が
含
ま
れ
る
。
レ
ー
ル
工
程
は
極
め
て
高
い
精
確

度
が
求
め
ら
れ
、
誤
差
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
計
算

さ
れ
る
。

京
滬
鉄
道
の
レ
ー
ル
建
設
で
は
、
幾
つ
か
の
項

目
は
環
境
温
度
に
対
し
極
め
て
高
い
基
準
が
求
め

ら
れ
た
。
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
注

入
を
例
に
す
れ
ば
、
環
境
温
度
は
摂
氏
５
度
を
下

回
っ
て
は
な
ら
な
い
。
建
設
に
参
加
し
た
事
業
体

は
気
候
の
特
徴
、
使
用
材
料
の
特
性
な
ど
の
要
素

に
も
と
づ
き
、
施
工
の
実
情
を
考
慮
し
、
完
全
な

施
工
プ
ラ
ン
を
策
定
。
特
に
冬
季
の
施
工
で
は
、

温
度
測
定
・
保
持
担
当
者
ら
を
対
象
に
技
術
・
業

務
訓
練
を
組
織
し
、
施
工
期
間
中
は
定
時
温
度
測

定
・
記
録
要
員
を
配
置
し
、
工
程
が
要
求
ど
お
り

進
展
す
る
よ
う
確
保
し
た
。

鉄
道
部
に
よ
る
と
、
レ
ー
ル
工
事
の
間
、
大

量
の
新
材
料
や
新
設
備
、
新
技
術
が
応
用
さ
れ

た
。
よ
り
重
要
な
の
は
、
京
滬
鉄
道
が
互
換
性

を
備
え
、
本
線
の
旅
客
列
車
と
跨
線
の
旅
客
列

車
が
線
路
を
共
有
し
て
運
行
し
、
鉄
道
網
と
い

う
資
源
が
最
大
限
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
だ
。

中
国
で
高
速
鉄
道
が
発
展
し
始
め
た
の
は

２
０
０
４
年
以
降
。
鉄
道
科
学
研
究
院
の
資
料

に
よ
る
と
、
高
速
鉄
道
は
３
段
階
に
分
か
れ

る
。
第
１
は
時
速
２
０
０
キ
ロ
、
第
２
は
時
速

３
０
０
キ
ロ
の
段
階
で
あ
り
、
と
も
に
外
国
の

先
進
技
術
と
設
備
を
導
入
、
消
化
・
吸
収
し
、

さ
ら
に
刷
新
さ
れ
た
。
第
３
は
時
速
３
０
０
キ

ロ
以
上
の
段
階
で
、
自
主
刷
新
を
通
し
て
実
現

し
た
。

最
先
端
レ
ベ
ル
に
あ
る
列
車

京
滬
鉄
道
が
使
用
す
る
列
車
は
そ
れ
ぞ
れ
中
国

南
車
製
造
の
Ｃ
Ｒ
Ｈ
３
８
０
Ａ
と
、
中
国
北
車
製

造
の
Ｃ
Ｒ
Ｈ
３
８
０
Ｂ
。
世
界
先
進
レ
ベ
ル
の
動

力
分
散
型
電
動
編
成
車
両
で
、
自
主
設
計
の
時
速

３
５
０
キ
ロ
と
時
速
３
８
０
キ
ロ
の
動
力
車
を
有

し
て
い
る
。
こ
の
車
型
は
現
在
の
と
こ
ろ
世
界
最

先
端
で
あ
り
、
中
国
の
動
力
車
の
設
計
・
製
造
レ

ベ
ル
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
こ
と
を
象
徴
し

て
い
る
。

京
滬
鉄
道
の
調
整
試
験
で
４
８
６
•
１
キ
ロ

の
最
高
運
行
時
速
を
記
録
し
た
際
に
使
用
し
た

の
は
、
中
国
南
車
の
Ｃ
Ｒ
Ｈ
３
８
０
Ａ
で
あ
り
、

当
時
の
同
列
車
の
脱
線
係
数
、
車
輪
負
荷
軽

減
、
車
輪
軸
横
向
き
力
の
最
大
値
は
そ
れ
ぞ
れ

０
•
１
３
、
０
•
６
、
１
６
、
高
速
列
車
の
要

京滬鉄道の技術力を探る
京滬（北京－上海）鉄道の開通により人類の交通史

に再び突破口が開かれ、所要時間が短縮され、都市間の

距離が接近するだけでなく、交通網整備の面でも技術サ

ポートにより更なる突破口が開かれた。

本誌記者  蘭辛珍

５月１１日、試験運転中の京滬高

速鉄道の高速列車　（孫参撮影）
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求
標
準
値
は
０
•
８
、
０
•
８
、
４
８
以
下
。

こ
れ
ら
他
人
か
ら
見
る
と
や
や
単
調
な
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
は
、
中
国
の
高
速
鉄
道
の
安
全
性
は

信
頼
で
き
、
非
常
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

中
国
科
学
院
力
学
研
究
所
研
究
員
の
楊
国
偉
氏

に
よ
る
と
、
同
所
が
担
当
し
た
の
は
、
高
速
列
車

の
空
気
動
力
学
を
最
適
化
し
た
設
計
で
あ
り
、
多

く
の
技
術
は
同
所
の
航
空
宇
宙
動
力
学
の
研
究
を

も
と
に
確
立
さ
れ
た
と
い
う
。
高
速
動
力
車
Ｃ
Ｒ

Ｈ
３
８
０
Ａ
の
先
頭
車
両
の
設
計
は
、
企
業
４
社

が
共
同
で
２
０
余
り
の
タ
イ
プ
を
設
計
し
、
デ
ジ

タ
ル
分
析
と
風
洞
実
験
を
行
い
、
さ
ら
に
同
済
大

学
で
自
動
車
風
洞
に
よ
る
騒
音
試
験
を
実
施
。
繰

り
返
し
比
較
、
選
別
し
、
最
終
的
に
振
動
を
減
少

し
騒
音
を
低
下
さ
せ
る
効
果
の
あ
る
先
頭
車
両
を

選
定
し
た
。

列
車
に
は
１
等
車
、
２
等
車
、
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ス
、
食
堂
車
の
ほ
か
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
専
用
ラ
ウ

ン
ジ
を
設
置
。
ラ
ウ
ン
ジ
は
運
転
室
の
す
ぐ
隣

に
２
カ
所
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
と
同
様
の

シ
ー
ト
が
２
つ
、
高
級
ソ
フ
ァ
が
３
つ
、
ま
た

電
子
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ス
ク
リ
ー
ン
は
運
転
室
と
ラ
ウ
ン
ジ
の
間
に
あ

り
、
電
流
が
通
る
前
は
水
煙
の
ガ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
る
が
、
乗
客
が
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
水

煙
層
は
す
ぐ
に
消
え
、
乗
客
は
運
転
手
の
運
転

を
見
な
が
ら
、
運
転
手
の
視
覚
で
列
車
の
運
行

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
で
は
横
に
な
っ
た
り
、
回
転

し
た
り
で
き
る
赤
色
の
ソ
フ
ト
な
シ
ー
ト
を
２
４

席
設
置
。
１
列
３
席
で
、
１
人
掛
け
と
２
人
掛
け

の
２
種
類
あ
る
。
座
る
、
横
に
な
る
、
い
ず
れ
も

切
り
替
え
は
簡
単
だ
。
さ
ら
に
手
動
で
１
８
０
度

回
転
さ
せ
て
向
き
も
替
え
ら
れ
る
。
シ
ー
ト
は
高

級
皮
を
採
用
し
、
各
席
に
は
テ
レ
ビ
、
ス
モ
ー
ル

テ
ー
ブ
ル
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
ラ
イ
ト
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
一
端
に
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ル

パ
ネ
ル
が
あ
る
。
乗
客
が
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、

車
両
の
一
端
に
い
る
乗
務
員
は
パ
ネ
ル
を
通
し
て

ど
の
乗
客
が
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
い
る
か
が
分
か

る
。１

等
車
は
１
列
４
席
で
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
・

シ
ー
ト
。
上
方
に
ラ
イ
ト
が
あ
り
、
ト
イ
レ
は
２

カ
所
、
洗
面
室
は
１
カ
所
。
２
等
車
は
１
列
５
席

で
、
２
人
掛
け
と
３
人
掛
け
に
分
か
れ
て
い
る
。

ト
イ
レ
は
２
カ
所
、
洗
面
室
は
１
カ
所
。
体
の
不

自
由
な
人
の
た
め
専
用
シ
ー
ト
、
洗
面
所
は
い
ず

れ
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
。
洗
面
所
に
は
自
動
開
閉

ス
イ
ッ
チ
、
手
す
り
、
ベ
ビ
ー
休
憩
室
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｒ
Ｈ
３
８
０
Ａ
ボ
ギ
ー
台
車
の
研
究
・
開

発
担
当
責
任
者
の
馬
利
軍
氏
は
「
見
た
と
こ
ろ
平

ら
で
真
っ
直
ぐ
な
鉄
製
レ
ー
ル
は
実
は
、
完
全
に

真
っ
直
ぐ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
湾
曲
す
る
こ

と
が
あ
る
」
と
話
す
。
列
車
運
行
時
に
は
「
蛇
形

の
運
動
」
を
す
る
た
め
、
こ
の
運
動
の
際
の
安
定

性
の
問
題
を
解
決
し
た
。
４
０
０
キ
ロ
の
時
速
で

運
行
し
て
も
、
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
た
タ
マ
ゴ
は
転

が
ら
ず
、
３
５
０
キ
ロ
で
は
立
て
た
タ
バ
コ
は
倒

れ
な
い
と
い
う
。

Ｃ
Ｒ
Ｈ
３
８
０
Ａ
の
運
行
時
の
騒
音
は
非
常

に
低
く
、
時
速
３
０
０
キ
ロ
の
場
合
、
騒
音
の
最

終
測
定
は
６
１
デ
シ
ベ
ル
。
旅
客
機
が
正
常
に
飛

行
し
て
い
る
際
の
キ
ャ
ビ
ン
の
騒
音
は
、
８
１
デ

シ
ベ
ル
、
時
速
１
２
０
キ
ロ
の
小
型
車
の
騒
音
は

７
６
デ
シ
ベ
ル
だ
。

新
華
社
の
報
道
に
よ
る
と
、
列
車
の
安
全
性

能
は
非
常
に
高
く
、
時
速
５
４
０
キ
ロ
で
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
ア
ル
ミ
製
弾
丸
が
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
ガ
ラ
ス
が
壊
れ
る
だ
け

で
貫
通
は
せ
ず
、
車
内
に
い
る
人
が
負
傷
す
る

こ
と
も
な
い
。
時
速
４
０
０
キ
ロ
で
１
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
飛
ぶ
鳥
が
、
時
速
４
０
０
キ
ロ
で
２
０

グ
ラ
ム
の
ア
ル
ミ
製
弾
丸
が
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

に
ぶ
つ
か
っ
た
場
合
も
、
ガ
ラ
ス
が
壊
れ
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
。

鉄
道
橋
で
技
術
刷
新
を
図
る

東
部
地
区
の
非
常
に
貴
重
な
土
地
資
源
を
最

大
限
節
減
す
る
た
め
、
京
滬
鉄
道
で
は
全
線
で
鉄

道
橋
方
式
を
優
先
的
に
採
用
し
た
。
橋
梁
は
合
計

２
４
４
基
、
全
長
１
１
４
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
鉄

道
総
延
長
の
８
６
•
５
％
を
占
め
る
。

時
速
３
８
０
キ
ロ
で
通
過
す
る
場
合
、
橋
梁

へ
の
技
術
的
要
求
は
極
め
て
高
く
、
鉄
道
部
に

よ
れ
ば
、
京
滬
鉄
道
の
橋
梁
構
造
の
設
計
上
の

寿
命
は
１
０
０
年
だ
と
い
う
。
建
設
に
当
た
っ

て
は
、
例
え
ば
鉄
道
橋
の
沈
降
な
ど
、
多
く
の

難
し
い
技
術
を
克
服
。
国
外
で
は
２
０
年
の
沈

降
期
間
が
許
さ
れ
て
い
る
が
、
京
滬
高
速
鉄
道

に
は
な
く
、
た
と
え
２
年
で
も
設
け
ら
れ
て
は

い
な
い
。
さ
ら
に
、
深
水
が
踏
み
出
す
高
速
橋

梁
の
建
設
技
術
も
解
決
し
た
。
済
南
黄
河
大
橋

が
そ
の
典
型
だ
。

１
０
年
４
月
１
４
日
、
黄
河
大
橋
は
接
合
さ
れ

た
。
同
大
橋
は
山
東
省
済
南
市
に
位
置
し
、
全
長

５
１
４
３
•
４
メ
ー
ト
ル
で
、
主
橋
、
北
誘
導
橋

と
南
誘
導
橋
か
ら
な
る
。
主
橋
は
鉄
道
が
４
本
、

鋼
鉄
梁
の
部
分
は
全
長
７
２
８
メ
ー
ト
ル
。
こ
の

大
橋
は
京
滬
高
速
鉄
道
で
重
要
、
制
御
困
難
な
工

程
の
１
つ
だ
っ
た
。
鉄
道
部
に
よ
る
と
、
建
設
に

当
た
り
、
各
参
加
事
業
体
は
科
学
的
に
組
織
し
、

計
画
を
先
行
さ
せ
、
建
設
中
に
遭
遇
し
た
様
々
な

技
術
的
難
題
に
対
処
す
る
た
め
専
門
家
グ
ル
ー
プ

を
設
立
。
施
工
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
数
十
回
に
わ

た
り
専
門
家
に
よ
る
評
価
・
審
査
、
論
証
、
検

討
、
議
論
を
重
ね
た
。

通
信
信
号
技
術
で
先
端
を
ゆ
く

京
滬
鉄
道
は
世
界
で
初
め
て
時
速
３
８
０
キ
ロ

を
達
成
し
た
高
速
鉄
道
。
安
全
運
行
の
頭
脳
と
中

枢
神
経
と
呼
ば
れ
る
通
信
信
号
制
御
シ
ス
テ
ム
技

術
に
つ
い
て
は
参
考
に
す
べ
き
前
例
は
な
く
、
完

全
に
自
主
革
新
に
よ
る
も
の
だ
。

確
保
さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
ハ
ー
ド
は
開

放
さ
れ
た
国
際
標
準
設
備
、
ま
た
は
本
土
生
産
の

設
備
を
採
用
し
て
お
り
、
非
常
に
競
争
力
の
あ
る

市
場
環
境
を
備
え
て
い
る
。

列
車
の
運
行
管
理
で
は
、
安
全
措
置
も
科
学
的

手
段
で
保
障
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
世
界
最
先
端
の

無
線
伝
送
制
御
シ
ス
テ
ム
、
即
ち
「
中
国
高
速
鉄

道
自
動
制
御
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
。
す
べ
て
の
操

作
・
制
御
シ
ス
テ
ム
は
い
ず
れ
も
管
理
・
調
整
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
、
プ
ロ
セ
ス
全
体
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
制
御
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
情
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
運
転
手
は
前
方
３
２
キ
ロ
の
道

路
状
況
知
る
こ
と
が
で
き
、
時
速
３
５
０
キ
ロ
の

線
路
で
は
、
仮
に
前
方
の
列
車
が
急
に
減
速
し
た

場
合
、
後
方
の
列
車
は
先
進
的
な
無
線
伝
送
制
御

技
術
を
通
じ
て
数
十
キ
ロ
手
前
で
司
令
を
受
け
る

と
と
も
に
、
自
動
的
に
速
度
を
前
方
の
列
車
と
同

じ
速
度
ま
で
落
と
す
こ
と
で
、
前
後
の
列
車
は
安

全
な
間
隔
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

鉄
道
部
に
よ
れ
ば
、
高
速
鉄
道
の
工
程
技
術

の
向
上
と
同
時
に
、
関
連
す
る
新
材
料
な
ど
の
産

業
も
そ
れ
に
伴
い
進
歩
し
た
。
時
速
３
５
０
キ
ロ

の
総
括
制
御
が
電
機
上
の
碍
子
を
牽
引
す
る
の
が

そ
の
好
例
だ
。
動
力
車
製
造
の
前
期
、
当
時
は
国

内
技
術
が
標
準
に
達
し
て
お
ら
ず
、
電
機
上
の
こ

の
絶
縁
作
用
を
果
た
す
高
圧
端
子
の
碍
子
を
牽
引

さ
せ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
事
前
に
連
絡
を
取
っ

て
外
国
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
だ
が
、
警

戒
心
を
抱
く
外
国
の
技
術
者
は
常
に
「
製
品
が
な

い
」
と
通
知
。
輸
入
で
き
な
け
れ
ば
、
自
ら
や
る

し
か
な
い
。
最
終
的
に
南
車
株
洲
電
機
有
限
公
司

が
国
内
の
関
連
企
業
を
く
ま
な
く
回
っ
た
後
、
温

州
の
あ
る
企
業
と
共
同
で
国
産
化
の
難
題
に
取
り

組
み
、
国
内
の
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
こ
の
空

白
を
埋
め
た
。

ＶＩＰ専用車両にあるビジネ

スクラス席を体験する外国メ

ディアの記者 （石剛撮影）

鉄
道
部
に
よ
る
と
、
通
信
信
号
シ
ス
テ
ム
の
設

計
、
施
工
、
試
験
、
運
行
の
保
護
な
ど
は
中
国
側

の
力
で
自
主
的
に
完
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
産

の
設
備
を
採
用
。
運
行
の
管
理
・
調
整
シ
ス
テ
ム

の
応
用
ソ
フ
ト
は
す
べ
て
国
内
企
業
が
自
主
開
発

し
た
も
の
で
、
シ
ス
テ
ム
の
安
全
と
機
密
保
護
は
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日
照
り
が
続
い
て
も
災
害
、
雨
が
多
く
て
も

災
害
。
「
こ
こ
に
中
国
の
水
利
建
設
不
足
の
問
題

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
」
中
国
人
民
大
学
農

業
・
農
村
発
展
学
院
副
院
長
の
鄭
風
田
教
授
は
言

う
。
干
ば
つ
と
水
害
が
も
た
ら
す
破
壊
と
損
失
に

鄭
教
授
は
心
を
痛
め
て
い
る
。

「
魚
米
之
郷
」
と
呼
ば
れ
る
長
江
中
下
流
域

は
、
中
国
で
水
資
源
が
比
較
的
豊
富
な
地
域
だ

が
、
日
照
り
の
時
に
は
土
地
が
か
ら
か
ら
に
渇

き
、
大
雨
の
後
に
は
水
は
け
が
悪
く
水
害
が
発
生

す
る
。
「
ま
す
ま
す
人
類
を
困
ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
異
常
気
象
を
嘆
く
ほ
か
に
、
経
済
社

会
の
発
展
に
比
べ
中
国
の
水
利
建
設
が
深
刻
に
立

ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
お
お
い
に
反
省
す
べ
き
点

が
あ
る
」
と
鄭
教
授
は
言
う
。

鄭
教
授
は
耕
地
水
利
の
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
何
度
か
行
っ
て
い
る
。
そ
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
こ
の
２
０
～
３
０
年
間
、
中
国
の
村
の
う
ち

７
０
％
以
上
で
耕
地
水
利
建
設
投
資
が
全
く
行
わ

れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

中
央
政
府
は
年
初
に
今
後
５
年
の
全
国
水
利
建

設
総
投
資
規
模
を
約
２
兆
元
と
し
、
今
年
水
利
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
建
設
に
４
０
０
０
億
元
前
後
を
投
ず
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
５
年
間
の
投
資
総
額
が

７
０
０
０
億
元
だ
っ
た
の
と
比
べ
る
と
、
水
利
施
設

改
善
に
か
け
る
中
央
の
決
意
と
自
信
が
見
て
取
れ

る
。
し
か
し
、
水
利
施
設
の
現
状
は
干
ば
つ
と
水
害

に
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
憂
慮
さ
せ
て
い
る
。

  

問
題
の
核
心

こ
れ
ま
で
中
国
は
干
ば
つ
や
水
害
を
防
ぐ
た
め

に
お
び
た
だ
し
い
数
の
水
利
施
設
を
建
設
し
て
き
た

が
、
そ
れ
で
も
な
お
「
降
れ
ば
水
害
、
降
ら
ね
ば
干

ば
つ
」
と
い
う
悪
循
環
が
見
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の

か
？
な
ぜ
水
利
施
設
は
効
果
を
発
揮
で
き
な
い
の

か
？
鄭
教
授
は
、
そ
の
主
な
原
因
は
次
の
よ
う
な

も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
１
つ
め
は
「
排
水
を
重
ん

じ
、
貯
水
を
軽
ん
じ
る
」
治
水

構
想
だ
。
長
江
中
下
流
な
ど
は

平
年
は
雨
が
多
く
、
こ
れ
ま
で

の
治
水
構
想
で
は
主
に
田
畑
の

排
水
に
力
を
傾
注
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
治
水
構
想
は
雨
が
多

い
時
に
は
効
果
的
だ
が
、
季
節

ご
と
の
降
水
量
均
衡
の
問
題
を

な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
。
雨

季
に
雨
水
を
全
部
放
出
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
万
が
一
数
カ
月

間
降
雨
が
な
け
れ
ば
、
深
刻
な

干
ば
つ
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
。

２
つ
め
は
、
長
い
間
未
修

理
の
耕
地
水
利
施
設
を
維
持

し
続
け
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
新

中
国
成
立
後
、
中
国
は
水
利
建
設
を
大
々
的
に
行

い
、
各
地
に
干
ば
つ
・
水
害
防
止
な
ど
の
水
利
施

設
が
出
来
た
が
、
改
革
開
放
後
、
中
国
の
耕
地
水

利
に
は
政
府
と
市
場
が
ど
ち
ら
も
そ
の
機
能
を
失

う
事
態
が
出
現
し
た
。
鄭
教
授
の
解
説
に
よ
れ

ば
、
中
央
政
府
財
政
の
農
業
支
援
資
金
が
主
に
大

型
河
川
の
治
水
に
使
わ
れ
る
一
方
で
、
地
方
政
府

の
ほ
う
は
「
市
場
化
」
を
一
方
的
に
追
求
し
、
よ

り
多
く
の
資
金
を
高
収
益
の
都
市
水
利
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
投
入
し
、
小
型
耕
地
水
利
施
設
の
建

設
・
管
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
任
務
を
放
り
投
げ

て
し
ま
う
傾
向
が
生
じ
た
こ
と
を
指
す
。
そ
の
一

方
で
、
農
業
生
産
の
比
較
収
益
が
低
す
ぎ
る
、
耕

地
水
利
施
設
は
外
部
依
存
性
が
高
い
、
農
村
組
織

が
ほ
ぼ
解
散
し
た
と
い
っ
た
問
題
に
よ
り
、
農
民

も
耕
地
水
利
建
設
に
力
を
注
ぐ
原
動
力
を
失
い
、

最
後
に
は
水
利
施
設
が
壊
れ
果
て
る
状
況
が
次
第

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
原

因
に
よ
り
、
中
国
の
多
く
の
農
村
地
域
の
水
利
施

設
は
と
う
に
重
い
負
担
に
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
て

お
り
、
担
う
べ
き
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

３
つ
め
は
、
「
大
型
ダ
ム
症
候
群
」
と
水
権

分
配
問
題
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
見
地
か

ら
、
中
国
で
は
多
く
の
水
力
発
電
所
が
建
設
さ

れ
、
水
力
発
電
用
大
型
ダ
ム
は
上
流
か
ら
の
水
を

貯
水
し
た
。
資
料
に
よ
る
と
、
長
江
流
域
に
は
す

で
に
４
万
カ
所
余
り
の
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
建
設

済
み
・
建
設
中
の
水
力
発
電
所
が
２
４
０
０
カ
所

余
り
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ダ
ム
と
発
電
所
は
異
な
る

流
域
や
行
政
区
域
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
管
理
部
門
が
異
な
る
。
一
部
で
は
、
日
照
り
の

季
節
に
中
下
流
域
で
大
量
に
水
の
使
用
が
必
要
な

時
に
、
小
型
水
力
発
電
所
で
は
発
電
用
に
大
量
に

水
を
蓄
え
て
い
る
な
ど
、
こ
う
し
た
小
型
発
電
所

が
日
照
り
期
間
の
干
ば
つ
防
止
に
と
っ
て
障
害
物

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
発
電
所
管
理
権

の
帰
属
と
利
益
が
異
な
り
、
水
資
源
の
融
通
が
難

し
い
た
め
、
干
ば
つ
防
止
対
策
が
制
約
さ
れ
て
い

る
の
だ
。
そ
の
一
方
で
、
豪
雨
が
あ
っ
た
後
は
、

大
型
ダ
ム
の
安
全
性
に
配
慮
し
て
小
型
水
力
発
電

所
か
ら
放
水
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
洪
水
災

害
の
発
生
を
招
く
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
数
カ
月
間
に
起
き
た
大
干

ば
つ
に
つ
い
て
、
三
峡
ダ
ム
が
そ
の
元
凶
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
が
何
度
も
提
起
さ
れ
た
。
鄭
教
授

は
、
三
峡
ダ
ム
が
大
干
ば
つ
を
も
た
ら
し
た
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
科
学
的
研
究
と
長
期
的
観
察
が
必
要

だ
が
、
大
型
ダ
ム
建
設
後
の
長
江
上
下
流
の
水
資
源

分
配
、
大
型
ダ
ム
会
社
の
発
電
効
率
･
収
益
と
下
流

住
民
の
用
水
権
と
の
矛
盾
を
い
か
に
し
て
解
決
す
る

か
は
大
き
な
問
題
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。

  

水
利
建
設
を
急
げ

干
ば
つ
・
水
害
防
止
面
で
の
中
国
水
利
施
設
不

足
の
現
状
を
い
か
に
し
て
変
え
る
の
か
？
鄭
風
田

教
授
は
、
ま
ず
投
資
の
面
か
ら
問
題
を
解
決
し
、

多
主
体
、
多
ル
ー
ト
、
多
元
化
さ
れ
た
耕
地
水
利

イ
ン
フ
ラ
建
設
体
制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

鄭
教
授
に
よ
れ
ば
、
国
は
水
利
の
性
質
に
応
じ

て
中
央
、
省
、
県
・
郷
、
農
民
が
四
位
一
体
と
な
っ

た
耕
地
水
利
イ
ン
フ
ラ
供
給
体
制
を
構
築
す
る
べ
き

だ
と
い
う
。
中
央
政
府
と
省
政
府
が
主
導
し
、
そ
こ

に
県
・
郷
の
財
政
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
方
式
を

採
用
し
、
農
業
経
済
発
展
と
農
民
生
活
に
密
接
な
関

わ
り
を
持
つ
耕
地
水
利
イ
ン
フ
ラ
供
給
問
題
を
き
ち

ん
と
解
決
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
例
え
ば
、
大

型
水
利
工
事
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
中
央
政
府
が
提
供

干ばつと水害で浮かび上がる
   水利建設の不足 

降らねば干ばつ、降れば洪水。大自然を前に手をつかねてなすすべもな

く、すべては天任せ。そして脆弱な干ばつ・水害防止施設･･････こうした状

況は、中国の経済社会発展の成果と比べ明らかに大きく立ち遅れている。

本誌記者  蘭辛珍

６月６日、貴州省望謨県で洪水が発生し、市街

地が冠水した　（覃苗苗撮影）
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経済 経済

し
、
県
・
郷
の
財
政
が
比
較
的
困
難
な
現
状
に
お
い

て
は
、
基
本
と
な
る
耕
地
水
利
施
設
の
建
設
は
省
級

政
府
か
ら
県
級
政
府
へ
の
移
転
支
出
で
解
決
す
る
よ

う
に
す
る
。
一
部
の
小
型
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の

イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
例
え
ば
小
型
耕
地
水
利

建
設
は
、
農
民
が
直
接
的
な
受
益
者
で
あ
り
投
資
も

小
さ
い
た
め
、
農
民
に
よ
る
投
資
を
主
体
と
し
、
政

府
が
適
切
に
補
助
す
る
方
法
で
建
設
投
資
を
す
れ
ば

よ
い
。

水
利
イ
ン
フ
ラ
建
設
と
管
理
に
お
い
て
、
十
分

な
資
金
源
は
重
要
な
保
証
と
な
る
。
鄭
教
授
に
よ

る
と
、
こ
れ
ま
で
は
投
資
ル
ー
ト
が
比
較
的
単
一

で
、
ほ
と
ん
ど
が
政
府
の
財
政
投
資
に
頼
っ
て
い

た
が
、
政
府
財
政
に
頼
る
だ
け
で
は
遠
く
及
ば
な

い
こ
と
は
事
実
が
示
し
て
い
る
。
現
在
直
面
し
て

い
る
水
利
建
設
資
金
調
達
に
つ
い
て
の
難
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
「
多
ル
ー
ト
」
資
金
調
達
と
い

う
新
方
式
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

鄭
教
授
は
主
に
次
の
よ
う
な
ル
ー
ト
が
採
用
可

能
だ
と
考
え
て
い
る
。

（
１
）
財
政
ル
ー
ト
。
こ
れ
に
は
財
政
予
算
内

ル
ー
ト
、
財
政
予
算
外
部
調
達
ル
ー
ト
な
ど
が
あ

る
。（

２
）
市
場
ル
ー
ト
。
①
長
期
基
本
建
設
国
債

を
発
行
す
る
な
ど
、
資
本
市
場
を
利
用
し
て
資
金

調
達
を
行
う
。
②
耕
地
水
利
建
設
の
推
進
を
目
的

と
し
た
専
門
発
展
基
金
を
設
立
す
る
。
国
は
一
部

資
金
を
供
出
し
て
水
利
基
金
を
設
立
し
、
耕
地
水

利
施
設
の
累
積
赤
字
問
題
を
解
決
す
る
。
③
税
金

の
減
免
と
貸
付
優
遇
な
ど
の
政
策
で
、
経
済
面
か

ら
耕
地
水
利
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
を
促
す
。

（
３
）
宝
く
じ
発
行
ル
ー
ト
。
宝
く
じ
の
発
行

で
政
府
に
収
入
を
も
た
ら
し
、
同
時
に
耕
地
水
利

建
設
の
た
め
に
資
金
調
達
を
行
う
。
先
進
国
の
経

験
を
参
考
に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
く
じ
な
ど
で
の
成
功

な
ど
中
国
の
実
践
経
験
を
踏
ま
え
て
、
水
利
イ
ン

フ
ラ
建
設
・
公
共
事
業
宝
く
じ
発
行
の
形
で
資
金

調
達
を
行
い
、
投
資
不
足
の
問
題
を
解
決
す
る
。

  

水
利
体
制
を
革
新

鄭
風
田
教
授
は
、
水
利
施
設
不
足
問
題
を
徹
底

的
に
変
え
る
に
は
、
投
資
拡
大
と
同
時
に
、
水
利

施
設
建
設
体
制
の
革
新
が
よ
り
必
要
で
あ
り
、
ま

ず
は
水
利
建
設
の
問
責
制
を
実
施
す
る
べ
き
だ
と

述
べ
て
い
る
。
問
責
制
は
主
に
地
方
政
府
に
対
す

る
も
の
だ
。

鄭
教
授
に
よ
れ
ば
、
現
在
中
国
で
頻
繁
に
起

こ
っ
て
い
る
深
刻
な
干
ば
つ
・
水
害
は
気
候
要
因

に
よ
る
も
の
も
あ
る
が
、
一
方
で
人
為
的
な
要

因
、
つ
ま
り
政
府
の
責
任
に
よ
る
も
の
も
あ
る
。

地
方
政
府
は
水
利
へ
の
財
政
投
入
が
不
足
し
、
特

に
耕
地
水
利
建
設
を
重
視
し
て
こ
な
か
っ
た
。
干

ば
つ
は
地
方
政
府
の
責
任
問
題
で
あ
る
。

鄭
教
授
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
問
責
制

の
核
心
は
地
方
政
府
の
責
任
者
に
対
す
る
問
責
を

行
う
こ
と
で
あ
り
、
深
刻
な
干
ば
つ
が
発
生
し
た

場
合
は
地
方
政
府
責
任
者
の
行
政
問
責
を
行
う
べ

き
だ
。
中
国
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
炭
鉱
事
故
問

責
制
に
類
似
し
た
も
の
で
、
制
度
面
か
ら
地
方
政

府
の
耕
地
水
利
建
設
へ
の
重
視
を
保
証
し
、
政
府

に
小
型
耕
地
水
利
に
対
し
必
要
な
財
政
投
入
を
行

う
よ
う
強
い
る
よ
う
に
す
る
。

鄭
教
授
は
、
も
し
雲
南
省
が
干
ば
つ
損
害
額

の
１
０
分
の
１
の
資
金
を
出
し
て
耕
地
水
利
施
設

を
改
善
し
て
い
た
ら
、
今
回
の
よ
う
な
深
刻
な
干

ば
つ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
言
う
。
水
利

施
設
へ
の
投
資
不
足
と
科
学
的
計
画
の
不
足
こ
そ

が
、
雲
南
省
が
年
間
降
水
量
が
１
０
０
０
ミ
リ
を

超
え
る
土
地
柄
で
あ
り
な
が
ら
使
用
可
能
な
水
源

が
見
当
た
ら
ず
、
水
が
あ
っ
た
と
し
て
も
灌
漑
で

き
な
い
と
い
う
事
態
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

農
村
地
域
の
水
利
施
設
建
設
が
現
在
直
面
し
て

い
る
難
題
は
、
中
国
が
１
９
７
８
年
に
実
施
し
た

土
地
請
負
制
で
耕
地
が
分
配
さ
れ
た
後
、
大
き
な

耕
地
水
利
建
設
の
再
組
織
が
難
し
い
と
い
う
こ
と

だ
。
し
か
し
鄭
教
授
は
ま
っ
た
く
方
法
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
と
言
う
。
１
つ
め
は
、
集
団
化
期
に

農
家
を
動
員
し
共
同
で
耕
地
水
利
を
建
設
し
た
経

験
を
参
考
に
し
て
、
農
家
の
協
力
体
制
を
再
構
築

す
る
こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
「
用
水
者
協
会
」
な

ど
の
協
力
モ
デ
ル
を
導
入
し
て
、
政
府
が
適
切
に

補
助
し
て
そ
の
自
立
発
展
を
助
け
、
最
終
的
に
農

家
が
耕
地
水
利
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
に
参
画
し
、
良

好
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
・
建
設
・
応
用
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
体
制
を
構
築
す
る
よ
う
導
く
こ
と
だ
。

実
際
に
、
農
家
の
水
利
施
設
建
設
参
画
を
導
く

こ
と
に
つ
い
て
は
、
河
南
省
博
愛
県
が
採
用
し
た

株
式
協
力
制
や
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
平
果
県
の

用
水
協
会
な
ど
、
す
で
に
成
功
例
が
あ
る
。
こ
う

し
た
ケ
ー
ス
は
効
果
的
に
農
民
の
耕
地
水
利
施
設

投
資
参
画
へ
の
積
極
性
を
引
き
出
し
て
お
り
、
参

考
に
し
広
め
る
価
値
が
お
お
い
に
あ
る
。

水が涸れて底が見えた浙江省湖州市長興県周呉

ダム（６月１日）　（鞠煥宗撮影）

中国の水利建設は経済社会の発展につ

いていけていない。写真は三峡ダム　

（杜華挙撮影）
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経済 経済

６
月
か
ら
中
国
は
電
力
使
用
の
ピ
ー
ク
に
入

る
。
国
家
電
網
公
司
が
５
月
２
３
日
に
行
っ
た
テ

レ
ビ
電
話
会
議
で
、
国
家
電
力
監
督
管
理
委
員
会
の

譚
栄
堯
総
監
は
、
ピ
ー
ク
時
に
全
国
で
不
足
す
る
電

力
は
最
大
３
０
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
前
後
に
達
す
る

見
込
み
だ
と
述
べ
た
。
こ
の
不
足
電
力
は
こ
れ
ま
で

最
も
電
力
不
足
が
深
刻
だ
っ
た
２
０
０
４
年
を
超
え

る
。
２
０
０
４
年
夏
、
８
０
％
の
省
・
市
が
電
力
不

足
に
よ
り
電
力
供
給
制
限
に
追
い
込
ま
れ
た
。

国
家
電
網
公
司
の
帥
軍
慶
副
総
経
理
は
、
も
し

発
電
用
石
炭
の
需
給
矛
盾
が
さ
ら
に
悪
化
し
、
現

在
の
干
ば
つ
状
況
が
引
き
続
き
水
力
発
電
に
影
響

し
、
異
常
高
温
気
象
が
続
い
た
場
合
、
電
力
不
足
は

４
０
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
前
後
ま
で
拡
大
す
る
だ
ろ

う
、
と
語
る
。

過
去
５
年
間
で
、
中
国
は
発
電
設
備
容
量
を

４
億
４
５
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
新
設
し
た
が
、
現
状

か
ら
見
て
、
電
力
が
逼
迫
し
て
い
る
局
面
を
緩
和
で

き
て
い
な
い
。

電
力
不
足
の
原
因

中
国
に
は
ず
っ
と
電
力
不
足
の
問
題
が
存
在
し

て
き
た
。
申
銀
万
国
首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
李
慧
勇

氏
は
中
国
の
こ
れ
ま
で
の
電
力
不
足
の
原
因
を
次
の

よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。
最
初
は
電
力
建
設
投
資
不

足
に
よ
る
電
力
不
足
、
１
９
９
７
年
～
２
０
０
４
年

は
投
資
企
業
が
制
限
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
電
力
不

足
、
２
０
０
５
年
～
現
在
ま
で
の
電
力
不
足
は
価
格

体
系
の
不
均
衡
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

中
国
で
は
現
在
、
市
場
石
炭
価
格
と
計
画
電
力

価
格
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
石
炭
価
格
が
急

騰
し
た
が
、
電
力
価
格
は
国
家
発
展
改
革
委
員
会
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
た
め
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
発
電
所
の
ほ
と
ん
ど
が
赤
字
に
な
り
、
積

極
的
に
発
電
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
は
省
エ
ネ
・
排
出
削
減
目
標
達
成

の
圧
力
で
抑
制
さ
れ
た
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
耗
産
業
の

生
産
能
力
が
今
年
は
そ
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、

第
１
四
半
期
に
化
学
工
業
や
建
材
な
ど
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
耗
業
界
の
電
力
使
用
が
急
増
し
た
。
国
家

統
計
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

今
年
第
１
四
半
期
の
浙
江
省
重
工
業
の
増
加
値
は

１
３
•
７
％
増
え
、
化
学
工
業
や
非
鉄
金
属
製
造

な
ど
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
耗
産
業
の
電
力
使
用
は
伸
び

率
が
２
０
％
に
も
達
し
た
。
浙
江
省
は
現
在
中
国
で

電
力
供
給
が
最
も
不
足
し
て
い
る
省
の
１
つ
で
あ

る
。帥

軍
慶
副
総
経
理
に
よ
る
と
、
中
国
の
電
力
発

展
は
長
い
間
現
地
で
の
調
達
を
主
と
し
て
お
り
、
各

地
で
火
力
発
電
所
を
盛
ん
に
建
設
し
、
発
電
源
は
過

度
に
石
炭
に
依
存
し
て
き
た
。
山
西
省
、
陝
西
省
、

内
蒙
古
自
治
区
な
ど
石
炭
の
主
要
生
産
地
の
外
部
へ

の
石
炭
輸
送
と
送
電
の
比
率
は
２
０
対
１
で
、
華
東

な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
が
必
要
な
地
域
の
石
炭
と
電

力
の
調
達
比
率
は
４
８
対
１
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
中
国
東
部
地
域
は
火
力
発
電
所
新
規
増
設
の
余
地

が
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
地
域
間
電
力
網
を
通
じ

て
西
部
や
北
部
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
か
ら
大
規
模
に

送
電
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、

地
域
間
電
力
網
は
建
設
が
滞
り
、
送
電
能
力
が
不
足

し
て
お
り
、
東
北
や
西
北
の
余
剰
電
力
を
華
北
、
華

東
、
華
中
へ
の
支
援
に
回
す
の
が
難
し
い
。

『
経
済
参
考
報
』
記
者
が
内
蒙
古
自
治
区
で

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
現
地
の
蒙
西
電
網
に
は

す
で
に
供
給
過
多
の
状
况
が
出
現
し
て
お
り
、
４
月

末
現
在
で
余
剰
発
電
量
が
約
６
４
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
。
国
家
電
網
公
司
発
展
企
画
部
の
呂

健
副
主
任
は
、
蒙
西
電
網
の
ほ
か
東
北
電
網
と
西
北

電
網
も
か
な
り
の
供
給
過
多
で
、
夏
場
の
電
力
使
用

ピ
ー
ク
期
に
、
東
北
電
網
は
１
３
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
、
西
北
電
網
は
１
４
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
力

が
余
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
夏
場
に
東
部
や
中
部
で
電
力
が
逼
迫

し
て
い
る
時
期
に
、
西
北
や
東
北
に
は
３
０
０
０
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
余
剰
電
力
が
あ
る
と
い
う
の

に
そ
れ
を
送
電
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
中
国
の
電
力
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
や
新
生
産
能
力
建

設
地
域
分
布
の
不
合
理
さ
が
電
力
不
足
の
主
要
原
因

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

改
善
策

毎
年
起
こ
る
電
力
不
足
。
し
か
し
ど
の
年
も
、

電
力
建
設
投
資
を
増
や
す
以
外
に
上
手
い
解
決
方

法
は
な
い
よ
う
だ
。
国
家
電
網
有
限
公
司
に
よ
れ

ば
、
今
年
か
ら
５
年
間
で
合
計
１
億
７
０
０
０
万

元
前
後
、
年
間
３
０
０
０
億
元
前
後
を
投
資
し
て

電
力
網
を
建
設
し
、
「
十
二
五
」
（
２
０
１
１

年
～
２
０
１
５
年
の
第
１
２
次
五
カ
年
計
画
）

期
間
末
に
は
新
た
に
発
電
設
備
容
量
を
５
億
～

１
４
億
５
０
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
増
や
す
と
い
う
。

国
家
電
網
は
、
新
規
で
増
や
す
発
電
設
備
容
量

の
う
ち
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
水
力
発
電
、
風

力
発
電
、
原
子
力
発
電
な
ど
）
の
発
電
量
を
引
き
続

き
増
や
し
、
石
炭
発
電
の
比
率
を
下
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
特
に
強
調
し
て
い
る
。

今
年
の
電
力
不
足
状
況
に
つ
い
て
帥
軍
慶
副
総

経
理
は
、
今
夏
国
家
電
網
は
地
域
間
・
省
間
の
送
電

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
電
力
不
足
が
深
刻
な
地

域
を
重
点
的
に
支
援
す
る
、
と
の
意
を
表
し
た
。
現

在
、
国
家
電
網
の
地
域
間
送
電
能
力
は
３
１
６
７
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
だ
と
い
う
。

帥
軍
慶
副
総
経
理
は
、
国
家
電
網
は
地
域
間
・

省
間
電
力
網
建
設
を
加
速
す
る
、
と
述
べ
た
。
現
在

国
家
電
網
は
雲
南
省
錦
屏
と
江
蘇
省
南
部
を
結
ぶ
特

別
高
圧
直
流
送
電
網
の
建
設
を
加
速
し
て
い
る
。
こ

れ
は
西
部
の
四
川
、
雲
南
な
ど
の
省
の
ク
リ
ー
ン
な

水
力
発
電
電
力
を
、
東
部
の
工
業
が
高
度
に
発
達
し

電
力
需
要
が
多
い
江
蘇
、
上
海
、
浙
江
な
ど
８
つ
の

省
・
市
に
送
る
送
電
経
路
で
、
２
０
１
３
年
に
使
用

が
開
始
さ
れ
る
見
込
み
。
送
電
容
量
は
７
２
０
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
で
、
建
設
中
の
特
別
高
圧
直
流
送
電
工
事

で
は
世
界
最
大
の
送
電
容
量
が
あ
り
、
送
電
線
が
最

も
長
い
。

帥
軍
慶
副
総
経
理
は
、
国
家
電
網
は
さ
ら
に
特

別
高
圧
電
力
網
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
前
準
備
作

業
を
加
速
し
て
お
り
、
早
急
な
認
可
取
得
と
着
工
を

目
指
し
て
い
る
、
と
語
っ
た
。

国
家
電
網
は
ま
た
、
発
展
改
革
委
員
会
の
要
求

に
従
い
、
「
両
高
」
（
高
汚
染
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

耗
）
企
業
と
生
産
能
力
過
剰
業
界
の
電
力
使
用
を

厳
し
く
制
限
し
、
不
合
理
な
電
力
使
用
需
要
を
減
ら

す
。
帥
軍
慶
副
総
経
理
に
よ
る
と
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
耗
業
界
向
け
に
別
途
高
額
設
定
さ
れ
た
電
力
価
格

を
厳
格
に
実
行
し
、
価
格
調
整
力
を
強
め
、
で
き
る

だ
け
「
電
力
供
給
制
限
は
し
て
も
停
電
は
し
な
い
」

よ
う
に
し
、
住
民
生
活
、
病
院
、
学
校
な
ど
公
衆
利

益
と
国
家
安
全
に
関
連
す
る
重
要
顧
客
の
電
力
使
用

を
優
先
的
に
保
証
す
る
と
い
う
。

過
大
な
電
力
使
用
負
荷
で
送
電
損
害
が
生
じ
る

の
を
防
ぐ
た
め
、
国
家
電
網
は
電
力
網
設
備
の
安
全

性
評
価
と
稼
動
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
、
安
全
措

置
と
防
災
措
置
を
講
じ
、
科
学
的
か
つ
合
理
的
に
電

力
網
の
稼
動
方
法
を
計
画
手
配
し
て
、
安
全
で
安
定

し
た
電
力
網
稼
動
を
確
保
す
る
。

帥
軍
慶
副
総
理
に
よ
れ
ば
、
短
期
間
で
今
夏
の

電
力
需
給
の
逼
迫
や
矛
盾
を
緩
和
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
最
も
重
要
な
の
は
発
電
用
石
炭
価
格
を
安
定
さ

せ
、
発
電
所
の
石
炭
供
給
を
保
障
し
、
発
電
所
に
発

電
の
た
め
の
石
炭
が
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
と
同
時

に
、
社
会
に
節
電
を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。

石
炭
と
電
力
の
価
格
連
動
と
い
う
難
題

中
国
の
電
力
の
８
０
％
は
火
力
発
電
で
あ
る
。

発
電
企
業
が
最
も
切
望
し
て
い
る
の
は
石
炭
と
電

電力は民生問題に関連してくる。そのため、中国経済が発展す

る中で出現した電力不足という難題を解決する際には、電力生産

業界だけでなく住民生活についても配慮しなければならない。

本誌記者  蘭辛珍

解決の糸口見えぬ難題
   中国の電力不足

福建省莆田市で５００キロボルトの送電線を検

査する福建省第二電力建設公司の社員

（張国俊撮影）
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力
の
価
格
連
動
だ
。
政
府
が
電
力
価
格
を
開
放

し
、
電
力
価
格
が
石
炭
価
格
変
動
に
応
じ
て
変
動

す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
火
力
発
電
企
業
は
こ

れ
が
電
力
不
足
解
決
に
最
も
有
力
な
方
法
だ
と
考

え
て
い
る
。

中
国
電
力
企
業
連
合
会
が
５
月
１
７
日
に
公

表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
石
炭
価
格
の
上
昇
に

よ
り
、
今
年
１
～
４
月
の
五
大
発
電
グ
ル
ー
プ

（
中
国
華
能
、
中
国
大
唐
、
中
国
華
電
、
中
国
国

電
、
中
国
電
力
投
資
）
の
火
力
発
電
生
産
赤
字
は

１
０
５
億
７
０
０
０
万
元
、
昨
年
同
期
赤
字
額
の

３
•
２
２
倍
で
あ
っ
た
。

国
家
電
力
監
督
管
理
委
員
会
弁
公
廰
の
兪
燕
山

副
主
任
は
、
電
力
不
足
の
本
当
の
原
因
は
発
電
設

備
容
量
不
足
で
は
な
く
、
石
炭
と
電
力
の
価
格
が

連
動
し
て
い
な
い
こ
と
が
火
力
発
電
企
業
の
発
電

積
極
性
に
影
響
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
述
べ
て
い

る
。中

商
流
通
生
産
力
促
進
セ
ン
タ
ー
の
李
廷
研

究
員
も
中
国
証
券
報
記
者
の
取
材
を
受
け
た
際
、

需
給
矛
盾
は
電
力
不
足
の
表
面
的
な
原
因
に
す
ぎ

ず
、
長
年
蓄
積
さ
れ
て
き
た
石
炭
価
格
と
電
力
価

格
の
矛
盾
こ
そ
が
「
電
力
不
足
」
の
根
本
的
原
因

だ
、
と
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

石
炭
と
電
力
の
価
格
連
動
は
こ
れ
ま
で
検
討
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
国
家
発
展
改

革
委
員
会
は
専
門
家
を
集
め
て
石
炭
と
電
力
の
価

格
連
動
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
し
、
一
般
社
会

で
の
論
争
も
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

中
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
の
周
大
地
副
理
事
長

は
石
炭
と
電
力
の
価
格
連
動
を
支
持
し
て
い
る
。

周
副
理
事
長
は
、
電
力
価
格
は
燃
料
価
格
の
変
動

に
と
も
な
っ
て
調
整
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
言
う
。

発
電
業
界
は
と
う
に
独
占
状
態
を
打
破
し
、
現
在

国
有
大
型
発
電
企
業
間
に
は
競
争
が
あ
る
。
発
電

業
界
が
市
場
化
し
た
の
だ
か
ら
、
電
力
販
売
も
市

場
化
す
る
べ
き
だ
と
い
う
。

国
家
電
網
公
司
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
院
の
サ
ブ

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
戦
略
計
画
研
究
所
所
長

の
白
建
華
氏
は
、
電
力
価
格
は
民
生
問
題
に
関
連

す
る
た
め
調
整
は
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
り
、
石
炭

と
電
力
の
価
格
連
動
は
中
国
の
国
情
に
は
合
わ
な

い
、
と
述
べ
て
い
る
。

白
建
華
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
「
電
力
不
足
」

は
主
に
地
域
的
な
も
の
で
、
一
部
の
省
で
短
期
間

に
需
要
が
急
増
し
た
た
め
石
炭
不
足
に
な
り
、
発

電
が
止
ま
る
現
象
が
出
現
し
た
。
も
う
１
つ
の
重

要
な
要
因
は
、
電
力
網
の
建
設
が
追
い
つ
か
ず
地

域
間
送
電
能
力
が
不
足
し
た
た
め
に
、
余
剰
電
力

の
あ
る
省
か
ら
電
力
不
足
の
省
に
電
気
を
送
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
だ
。
こ
の
た
め
、
今
電
力
価

格
を
自
由
化
し
て
も
短
期
的
な
問
題
解
決
に
な
る

だ
け
で
、
物
理
的
な
送
電
配
置
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
省
間
送
電
に
よ
る
相
互
支
援

は
依
然
と
し
て
で
き
な
い
。
し
か
も
、
電
力
価
格

が
国
家
発
展
改
革
委
員
会
に
よ
り
統
一
管
理
さ
れ

て
い
る
現
状
で
は
、
電
力
市
場
は
開
放
さ
れ
る
段

階
ま
で
至
っ
て
お
ら
ず
、
市
場
法
則
が
健
全
で
な

い
た
め
、
電
力
価
格
の
開
放
は
非
現
実
的
で
あ

る
。白

建
華
氏
は
、
石
炭
と
電
力
と
の
矛
盾
を
一
時

的
に
緩
和
す
る
方
法
の
う
ち
、
価
格
連
動
は
最
も

実
行
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
短
期
的
行

為
に
す
ぎ
な
い
、
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
現
在
一
部

で
起
き
て
い
る
「
電
力
不
足
」
の
原
因
は
、
高
す

ぎ
る
石
炭
価
格
や
不
合
理
な
電
力
価
格
体
系
に
よ

り
発
電
企
業
の
積
極
性
が
失
わ
れ
た
こ
と
の
ほ
か

に
も
、
現
在
の
干
ば
つ
に
よ
る
水
力
発
電
量
の
減

少
と
い
う
一
面
も
あ
る
か
ら
だ
。
石
炭
と
電
力
の

価
格
を
連
動
さ
せ
る
だ
け
で
は
、
水
力
発
電
、
風

力
発
電
、
原
子
力
発
電
な
ど
の
電
力
網
間
で
相
互

支
援
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

華北省滄州黄驊港の発電用石炭

輸送現場（溥新春撮影）

ド

イ

ツ

の

腸

管

出

血

性

大

腸

菌

（
E
H
E
C
）
感
染
、
台
湾
の
可
塑
剤
の
注

入
、
日
本
の
衛
生
基
準
以
下
の
生
肉
が
引
き
起

こ
し
た
食
中
毒
、
こ
れ
ら
発
生
し
て
い
る
食
品

の
安
全
を
め
ぐ
る
事
件
は
再
び
、
世
界
各
国
・

地
域
が
食
品
の
安
全
を
高
度
に
重
視
す
る
よ
う

喚
起
し
た
。

中
国
は
食
品
の
安
全
を
か
つ
て
な
い
ほ
ど
重

視
し
て
お
り
、
４
月
に
食
品
の
安
全
の
見
直
し

を
始
め
た
後
、
６
月
１
３
～
２
０
日
に
食
品
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
週
間
を
実
施
。
社
会
に
向
け

食
品
の
安
全
に
関
す
る
法
律
や
知
識
を
対
処
的

に
普
及
さ
せ
る
の
が
目
的
だ
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
週
間
の
間
、
中
国
各
地
の

政
府
機
関
は
各
方
面
の
力
を
幅
広
く
動
員

し
、
様
々
な
手
段
を
活
用
し
て
、
消
費
者
に

食
品
の
安
全
に
関
す
る
科
学
的
知
識
を
深
く

掘
り
下
げ
て
宣
伝
し
、
ま
た
食
品
安
全
法
の

各
種
規
定
を
広
め
る
と
と
も
に
、
今
年
の
食

品
安
全
に
お
け
る
各
ク
ラ
ス
政
府
機
関
の
重

点
的
配
置
、
食
品
の
安
全
第
一
の
責
任
者
で

あ
る
企
業
の
な
す
べ
き
義
務
を
説
明
し
た
。

「
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

食
品
の
安
全
の
理
念
と
道
理
を
人
び
と
に
深

く
理
解
し
て
も
ら
い
、
幅
広
く
普
及
さ
せ
る

こ
と
で
、
人
び
と
が
食
品
の
安
全
に
関
心
を

も
ち
、
社
会
全
体
が
共
に
食
品
の
安
全
を
守

る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
」
。
国
家
食
品
薬
品

監
督
管
理
局
食
品
安
全
監
督
管
理
司
の
巡
視

担
当
者
・
陳
諝
氏
は
こ
う
話
す
。

全
国
範
囲
で
「
食
品
安
全
法
」
を
深
く
徹
底

さ
せ
、
全
社
会
に
向
け
た
食
品
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
幅
広
く
展
開
し
、
食
品
の
安
全
に
関

す
る
知
識
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
今
年

５
月
、
国
務
院
食
品
安
全
委
員
会
弁
公
室
は

「
食
品
の
安
全
に
関
す
る
宣
伝
教
育
事
業
の
綱

要
（
２
０
１
１
～
１
５
年
）
」
を
公
布
し
、
毎

年
６
月
に
食
品
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
週
間
を
開

催
す
る
こ
と
を
決
定
。
今
年
の
６
月
１
３
～

２
０
日
は
初
の
食
品
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
週
間

と
な
っ
た
。

食
品
安
全
週
間
に
合
わ
せ
て
、
６
月
1
3
日

に
北
京
で
「
食
品
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
。
国
務
院
食
品
安
全
委
員
会
弁
公
室
や
公
安

部
、
国
家
品
質
監
督
検
査
検
疫
総
局
、
国
家
食

品
薬
品
監
督
管
理
局
な
ど
9
つ
の
部
・
委
員
会

（
省
庁
）
の
責
任
者
が
参
加
し
、
「
食
品
の
安

全
」
と
い
う
重
要
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

総
体
的
に
良
好

「
赤
身
肉
エ
キ
ス
」
な
ど
食
品
の
安
全
に
か

か
わ
る
事
件
が
生
じ
た
も
の
の
、
中
国
の
食
品

の
安
全
が
総
体
的
に
や
は
り
良
好
で
あ
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
国
家
品
質
監
督
検
査
検
疫

総
局
の
蒲
長
城
・
副
局
長
に
よ
る
と
、
１
０
年

の
野
菜
や
畜
産
物
、
水
産
物
な
ど
主
要
な
農
水

産
品
の
監
督
測
定
合
格
率
は
総
体
的
に
９
６
％

以
上
、
０
１
年
に
比
べ
3
0
ポ
イ
ン
ト
余
り
向

上
し
て
い
る
。
ま
た
、
０
９
年
以
来
、
食
品
の

安
全
の
見
直
し
運
動
を
経
て
、
一
部
の
地
域
ま

た
業
界
で
突
出
し
て
い
た
問
題
が
効
果
的
に

解
決
さ
れ
た
。
メ
ラ
ミ
ン
中
毒
事
件
の
粉
ミ
ル

ク
製
品
を
例
に
す
れ
ば
、
こ
の
２
年
近
く
の

間
、
生
牛
乳
の
メ
ラ
ミ
ン
測
定
で
合
格
率
は

１
０
０
％
に
達
し
て
い
る
。

蒲
副
局
長
は
、
こ
の
２
年
来
、
中
国
の
輸
出

食品安全意識の普及を強化

――食品の安全は各人の健康な生活の問題にかかわり、

食品の安全をめぐる意識を全面的に普及させ、食品生産者

の信用と道徳の確立を強化すると同時に、さらに食品の生

産で違反した者は厳しく処罰しなければならない。

本誌記者　蘭辛珍
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製
品
の
品
質
が
輸
入
製
品
を
は
る
か
に
上
回
っ

て
い
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
検
査
で
判
明
し
て

い
る
と
強
調
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
中
国
が
「
食
品
安
全

法
」
に
違
反
す
る
行
為
を
厳
格
に
取
締
ま
っ
た

か
ら
だ
。
庶
民
が
食
べ
て
安
全
、
食
べ
て
安

心
、
と
い
う
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
各

地
の
関
係
機
関
は
こ
の
２
年
近
く
、
集
中
的
に

食
品
の
安
全
の
監
視
を
強
化
し
て
き
た
。

公
安
部
治
安
管
理
局
の
徐
滬
・
副
局
長
は

１
３
日
の
「
第
３
回
中
国
食
品
安
全
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
、
年
初
来
、
全
国
の
公
安
機
関
は
赤
身

肉
エ
キ
ス
の
取
締
り
を
開
始
し
、
ロ
ー
ラ
ー
作

戦
を
展
開
し
て
食
品
安
全
法
に
違
反
す
る
問
題

を
摘
発
、
処
罰
し
た
。
立
件
さ
れ
た
各
種
案
件

は
１
１
０
０
件
余
り
、
拘
束
さ
れ
た
容
疑
者
は

２
０
０
０
人
を
超
え
る
。

ま
た
、
衛
生
部
は
時
宜
を
逸
す
る
こ
と
な

く
、
現
在
の
状
況
に
合
わ
な
い
４
２
項
目
の
現

行
機
関
の
規
則
を
整
理
、
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
国
家
食
品
安
全
リ
ス
ク
監
督
測
定
評
価
制

度
を
確
立
。
食
品
安
全
国
家
標
準
評
価
審
査
委

員
会
を
設
立
し
、
１
７
６
項
目
に
及
ぶ
新
し
い

食
品
安
全
国
家
標
準
を
公
布
。
さ
ら
に
、
国
家

食
品
安
全
リ
ス
ク
評
価
専
門
家
委
員
会
を
組
織

し
、
食
品
の
安
全
リ
ス
ク
の
監
督
測
定
、
リ
ス

ク
評
価
と
潜
在
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
ロ
ー
ラ
ー

作
戦
能
力
を
一
段
と
強
化
さ
せ
た
。

企
業
の
法
律
に
対
す
る
意
識
の
希
薄
、
信

用
・
道
徳
の
低
下
と
い
っ
た
問
題
に
対
処
す
る

た
め
、
工
業
情
報
化
部
は
関
係
機
関
と
連
携
し

て
食
品
工
業
信
用
シ
ス
テ
ム
整
備
の
実
施
プ
ラ

ン
を
策
定
、
公
布
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
信
用

シ
ス
テ
ム
整
備
に
関
す
る
指
導
的
意
見
を
公
布

し
、
食
品
工
業
信
用
シ
ス
テ
ム
管
理
の
確
立
と

実
施
で
通
用
す
る
要
件
で
あ
る
業
界
標
準
な
ど

を
制
定
し
た
。

国
家
工
商
総
局
は
各
地
の
工
商
機
関
に
対

し
、
今
年
末
ま
で
に
管
轄
地
域
の
全
経
営
者
の

安
全
信
用
調
書
を
策
定
し
、
信
用
に
関
す
る
類

別
監
督
管
理
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
通
知
を

出
し
た
。
仕
入
れ
商
品
の
検
査
を
厳
格
に
実
施

せ
ず
に
違
法
な
添
加
物
を
含
む
食
品
を
販
売
し

た
場
合
、
法
に
基
づ
い
て
問
題
食
品
を
差
押
さ

え
る
と
と
も
に
、
営
業
停
止
を
命
じ
る
こ
と
に

な
る
。

潜
在
的
リ
ス
ク

農
業
部
製
品
品
質
安
全
監
督
管
理
局
の
金
発

忠
・
副
局
長
に
よ
る
と
、
こ
の
数
年
に
起
き
た

食
品
の
安
全
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
分
析
し

た
結
果
、
３
つ
の
面
で
問
題
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
と
い
う
。

第
１
は
、
基
準
を
超
え
た
残
留
農
薬
の
問
題

だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
金
副
局
長
は
、
３
つ
の
面

か
ら
監
督
管
理
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
提

言
。
投
入
品
の
生
産
参
入
検
査
を
厳
し
く
し
、

厳
格
な
参
入
制
度
を
実
施
す
る
。
安
全
使
用
の

検
査
を
厳
し
く
し
、
生
産
関
連
文
書
・
記
録
制

度
を
確
立
し
、
農
薬
不
投
与
期
間
と
間
隔
期
間

を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
。
産
地
の
出
荷
検
査

を
厳
し
く
し
、
厳
格
な
産
地
出
荷
制
度
を
実
施

し
、
産
地
で
の
抜
き
取
り
検
査
を
拡
大
し
、
商

品
が
合
格
し
て
市
場
に
出
荷
さ
れ
、
安
全
に
市

場
に
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
産
地

コ
ー
ド
・
追
跡
制
度
を
徐
々
に
確
立
す
る
と
し

安徽省淮北市の街頭で食品安全知識の普及を行う

品質検査部門の関係者　（李鑫撮影）

「食品安全モニタリング専用車」の中で牛乳のサンプルを

検査する検査員　（魏培全撮影）
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社会話題の人

１
９
８
８
年
生
ま
れ
で
中
国
人
民
大
学
英
語

学
部
４
年
生
の
顧
鵬
程
さ
ん
は
所
属
す
る
学
院
の

０
７
級
学
生
党
支
部
の
宣
伝
委
員
。
高
校
３
年
の

時
に
す
で
に
予
備
党
員
と
な
り
、
現
在
党
暦
は
３

年
以
上
で
、
所
在
支
部
に
お
け
る
「
老
」
党
員
の

１
人
だ
。
支
部
宣
伝
委
員
で
あ
る
顧
さ
ん
が
何
人

か
の
党
員
と
共
同
で
開
設
し
た
「
わ
れ
ら
の
党
支

部
」
ブ
ロ
グ
は
、
人
民
大
学
学
生
党
支
部
に
ブ
ロ

グ
開
設
と
人
人
網
ア
カ
ウ
ン
ト
取
得
ブ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
し
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
形
式
で
党
の
知

識
を
紹
介
し
、
党
の
方
針
や
政
策
を
宣
伝
、
様
々

な
形
式
の
オ
ン
ラ
イ
ン
活
動
を
展
開
。
わ
ず
か

３
年
で
延
べ
２
０
万
人
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
中
国
で
非
常
に
影
響
力
の

あ
る
末
端
支
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
１
つ
に
な
っ

た
。顧

鵬
程
さ
ん
は
江
蘇
省
泰
州
の
貧
し
い
農
村

家
庭
に
生
ま
れ
た
。
後
に
両
親
が
商
売
を
始
め
、

困
難
を
克
服
し
、
苦
労
し
て
一
か
ら
事
業
を
立
ち

上
げ
た
。
家
族
の
勇
敢
に
困
難
に
立
ち
向
か
う
精

神
を
見
て
育
っ
た
顧
さ
ん
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
頑

張
れ
ば
報
わ
れ
る
と
い
う
道
理
を
知
っ
て
い
た
。

１
４
歳
の
時
、
成
績
優
秀
な
顧
さ
ん
は
県
城
の
重

大
学
生
党
員
の
顧
鵬
程
さ
ん

 

「
足
が
地
に
つ
い
た
人
に
」

点
中
学
に
合
格
、
卒
業
後
は
ス
ム
ー
ズ
に
江
蘇

省
の
重
点
校
で
あ
る
揚
州
中
学
（
高
等
部
）
に
進

み
、
大
学
は
北
京
の
中
国
人
民
大
学
に
入
学
し

た
。「

黒
い
煙
を
吐
き
土
煙
を
舞
い
上
げ
る
ト
ラ

ク
タ
ー
を
運
転
し
て
働
き
な
が
ら
、
父
は
僕
を
今

日
ま
で
育
て
て
く
れ
た
の
で
す
」
。
苦
労
を
重
ね

て
き
た
両
親
か
ら
教
わ
っ
た
「
ど
ん
な
こ
と
で
も

頑
張
れ
ば
必
ず
報
わ
れ
る
」
と
い
う
着
実
な
考
え

方
が
今
ま
で
ず
っ
と
自
分
を
支
え
て
き
た
、
と
顧

さ
ん
は
言
う
。
「
頑
張
れ
ば
必
ず
報
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
ど
れ
だ
け
時
間
が
か
か
る

か
、
ど
れ
だ
け
報
わ
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る

だ
け
。
す
ぐ
に
結
果
が
出
な
く
て
も
、
い
つ
か
は

報
わ
れ
る
は
ず
で
す
」
。

高
校
生
が
党
員
に
な
れ
る
か
ど
う
か
は
、
主
に

教
師
に
よ
る
生
徒
の
成
績
、
思
想
や
人
柄
・
道
徳

心
、
人
間
関
係
な
ど
の
評
価
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
方
面
で
優
秀
だ
っ
た
顧
さ
ん
は
揚
州
中
学
党
校

の
入
学
者
に
選
ば
れ
た
。
最
初
の
入
党
動
機
に
つ

い
て
顧
さ
ん
は
、
当
時
の
考
え
は
比
較
的
浅
く
、

単
に
党
は
優
秀
で
先
進
的
な
集
団
だ
か
ら
、
先
進

性
と
優
秀
さ
を
追
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
党
に
入
る

し
か
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
打
ち
明
け
た
。

「
と
て
も
単
純
な
、
希
望
や
素
晴
ら
し
さ
へ
の
憧

れ
で
し
た
」
。

年
齢
を
重
ね
る
に
従
っ
て
、
大
学
生
と
党
員
と

い
う
２
つ
の
身
分
の
関
係
や
入
党
に
よ
る
責
任
と

義
務
に
つ
い
て
、
顧
さ
ん
は
さ
ら
に
成
熟
し
た
考

え
方
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
「
よ
き
中
国
共
産

党
員
に
な
る
と
同
時
に
、
ま
ず
は
よ
き
『
人
』
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」
。

顧
さ
ん
は
、
勉
学
に
励
む
に
し
て
も
、
団
結
し

て
同
級
生
を
助
け
る
に
し
て
も
、
熱
心
に
公
益
活
動

を
す
る
に
し
て
も
、
す
べ
て
は
「
人
」
と
し
て
道
徳

２００９年９月、人民大学入学式で在校生を代表して挨拶する顧鵬程さん

本
誌
実
習
記
者 
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て
い
る
。

第
２
は
、
違
法
添
加
物
の
問
題
だ
。
中
国
で

０
８
年
に
起
き
た
メ
ラ
ミ
ン
と
今
年
の
赤
身
肉

エ
キ
ス
は
、
こ
の
例
に
属
す
る
。
メ
ラ
ミ
ン
中

毒
事
件
で
中
国
最
大
の
粉
ミ
ル
ク
メ
ー
カ
ー
三

鹿
グ
ル
ー
プ
は
倒
産
。
赤
身
肉
エ
キ
ス
事
件
で

中
国
最
大
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー
双
匯
グ

ル
ー
プ
も
影
響
を
受
け
た
。

金
副
局
長
は
「
栽
培
や
養
殖
技
術
か
ら
見
て

も
、
ま
た
農
産
物
の
品
質
安
全
か
ら
見
て
も
、

こ
れ
ら
の
物
質
は
い
ず
れ
も
農
産
物
に
必
要
な

も
の
で
は
な
い
。
純
粋
に
違
法
な
添
加
で
あ

り
、
純
粋
に
生
産
者
の
違
法
行
為
で
あ
り
、
厳

し
く
取
締
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強

調
。今

年
４
月
に
赤
身
肉
エ
キ
ス
の
違
法
な
添

加
・
使
用
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
農
業

部
と
関
係
機
関
は
緊
急
行
動
を
起
こ
し
た
。
１

年
に
及
ぶ
取
締
り
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
エ

キ
ス
の
違
法
な
生
産
、
販
売
、
使
用
と
、
ブ
タ

の
飼
育
、
買
付
・
輸
送
販
売
、
屠
殺
・
加
工
、

流
通
・
消
費
な
ど
の
段
階
か
ら
着
手
し
、
徹
底

的
に
調
査
し
、
厳
し
く
取
締
ま
っ
た
。

第
３
は
、
生
産
の
安
全
と
品
質
の
問
題
だ
。

金
副
局
長
に
よ
る
と
、
先
ご
ろ
相
次
い
で
起
き

た
ス
イ
カ
栽
培
で
の
「
膨
大
剤
」
の
使
用
は
、

こ
の
例
に
属
す
る
。
膨
大
剤
を
使
用
す
れ
ば
、

ス
イ
カ
は
急
速
に
生
長
す
る
が
、
こ
の
類
の
問

題
は
農
産
物
の
品
質
・
安
全
と
関
係
は
大
き
く

な
い
が
、
よ
り
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、

田
畑
の
あ
ぜ
で
栽
培
す
る
農
産
物
の
生
長
、
生

産
量
、
品
質
、
市
場
に
出
荷
さ
れ
た
際
の
商
品

の
品
質
、
口
当
た
り
な
ど
だ
。
問
題
が
起
き
た

の
は
特
定
の
商
品
に
過
ぎ
な
い
が
、
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
後
、
市
民
は
非
常
に
強
い
関
心
を
寄

せ
、
非
常
に
敏
感
に
な
っ
た
。
金
副
局
長
は

「
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
科
学
の
普
及
と
消
費

へ
の
指
導
が
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
農
産
物

の
生
産
過
程
に
お
け
る
技
術
訓
練
、
技
術
サ
ー

ビ
ス
も
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
物
語
っ
て

い
る
。
次
に
最
も
重
要
な
の
は
、
生
産
技
術
指

導
と
市
民
の
消
費
指
導
を
着
実
に
実
施
し
、
生

産
を
明
確
に
し
、
消
費
を
科
学
的
に
す
る
こ
と

だ
」
と
指
摘
す
る
。

監
督
強
化
を
提
言

「
安
全
な
食
品
は
生
産
か
ら
出
て
き
た
も
の

で
あ
り
、
監
督
や
管
理
か
ら
出
て
き
た
も
の
で

は
な
い
。
食
品
メ
ー
カ
ー
は
自
律
を
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
主
体
的
な
責
任
を
着
実
に
実

行
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
食
品
の
安
全
の
最
も
基

本
的
な
要
求
を
保
証
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た

め
、
食
品
の
安
全
を
宣
伝
し
、
信
用
と
道
徳
の

確
立
を
強
化
す
る
こ
と
が
非
常
に
必
要
だ
」
。

食
品
の
安
全
の
専
門
家
、
中
国
工
程
院
会
員
の

陳
君
石
氏
は
こ
う
強
調
す
る
。

だ
が
、
天
津
科
学
技
術
大
学
食
品
学
院
の
張

沢
生
・
副
院
長
は
１
３
日
の
食
品
安
全
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、
「
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
一
部
の

メ
ー
カ
ー
は
利
益
の
最
大
化
を
追
求
し
、
規
定

に
基
づ
か
な
い
生
産
、
道
徳
の
欠
如
が
原
因
の

食
品
の
安
全
に
関
す
る
問
題
が
相
次
い
で
起
き

て
い
る
」
と
分
析
。

張
副
院
長
は
、
食
品
生
産
者
に
よ
っ
て
は
道

徳
が
欠
如
し
て
お
り
、
同
時
に
法
的
な
監
督
管

理
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
に
も
、
問
題
の

発
生
の
一
定
の
責
任
が
あ
る
と
強
調
。
さ
ら
に

張
副
院
長
は
「
食
品
の
安
全
を
確
保
し
、
安
全

意
識
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
強
化
す
る
と

同
時
に
、
監
督
管
理
を
強
化
と
く
に
政
府
の
監

督
管
理
能
力
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
メ

デ
ィ
ア
や
一
般
市
民
も
そ
う
す
べ
き
だ
」
と
指

摘
す
る
。

ま
た
張
氏
は
、
「
食
品
安
全
法
」
は
０
９
年

６
月
1
日
に
施
行
さ
れ
、
す
で
に
２
年
が
た
つ

と
説
明
し
た
上
で
、
「
法
が
し
っ
か
り
と
執
行

さ
れ
て
い
れ
ば
、
い
ま
の
よ
う
な
大
半
の
食
品

の
安
全
を
め
ぐ
る
問
題
は
存
在
し
て
い
な
い
は

ず
だ
」
と
強
調
す
る
。

陳
諝
氏
は
、
経
営
者
に
対
す
る
法
執
行
の
度

合
い
を
強
め
、
彼
ら
の
違
法
行
為
の
コ
ス
ト
を

高
め
、
信
用
と
道
徳
の
確
立
を
強
化
す
る
と
同

時
に
、
食
品
生
産
の
違
反
者
を
厳
し
く
処
罰
す

る
よ
う
訴
え
て
い
る
。

だ
が
、
中
国
が
食
品
の
安
全
を
し
っ
か
り
と

監
督
管
理
す
る
の
は
む
し
ろ
決
し
て
容
易
で
は

な
い
。
大
半
の
食
品
メ
ー
カ
ー
の
規
模
は
非
常

に
小
さ
く
、
し
か
も
分
散
し
て
い
る
か
ら
だ
。

国
務
院
食
品
安
全
委
員
会
弁
公
室
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
各
種
の
栽
培
・
養
殖
・
飼
育
業
者
は

２
億
余
り
を
数
え
る
が
そ
れ
ぞ
れ
が
分
散
。
販

売
企
業
は
お
よ
そ
４
３
０
万
社
、
飲
食
店
は
約

２
１
０
万
店
を
数
え
、
小
規
模
な
作
業
場
や
飲

食
店
、
屋
台
な
ど
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
だ
。

し
か
も
生
産
・
加
工
企
業
は
１
０
年
以
下
が
全

体
の
８
０
％
前
後
を
占
め
る
。
監
督
管
理
の
対

象
者
数
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
が
監
督
管
理
を
難

し
く
し
て
い
る
た
め
、
監
督
機
関
が
よ
り
多
く

の
資
金
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
明

ら
か
だ
。
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話題の人カルチャー

５
月
３
１
日
、
「
芸
術
、
時
空
の
旅
」
テ
ー

マ
に
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
（
Ｌ
Ｖ
）
の
高
級
品
展
覧

会
が
中
国
国
家
博
物
館
（
国
博
）
で
開
幕
し

た
。
国
博
が
新
装
オ
ー
プ
ン
後
、
ブ
ラ
ン
ド

メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
て
展
示
会
を
開
く
の
は
今

回
が
初
め
て
。
展
示
さ
れ
た
の
は
１
５
７
年
以

降
の
Ｌ
Ｖ
の
各
種
高
級
品
２
０
０
点
近
く
、
展

示
ブ
ー
ス
は
４
カ
所
。
１
９
世
紀
の
キ
ャ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
２
１
世
紀
の
ニ
ュ
ー
ボ
ッ
ク
ス

ま
で
、
Ｌ
Ｖ
の
数
多
く
の
代
表
的
な
作
品
す
べ

て
が
お
目
見
え
し
た
。
開
催
前
の
会
見
で
国

博
、
Ｌ
Ｖ
と
も
に
今
回
の
展
覧
会
の
歴
史
と
文

化
を
強
調
。
だ
が
、
展
示
が
始
ま
る
と
す
ぐ
さ

ま
社
会
各
界
の
議
論
を
呼
ん
だ
。

国
博
と
し
て
、
指
導
や
教
化
す
る
役
割
を

果
た
す
べ
き
で
あ
り
、
今
回
は
高
級
品
ブ
ラ
ン

ド
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
協
力
の
趣
が
濃
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
、
「
禅
意
」
は
、
「
こ

う
し
た
行
為
は
国
博
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
失
わ
せ

る
」
と
し
、
「
オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な
い
国
博

と
し
て
、
展
示
で
き
る
中
華
文
明
は
い
く
ら
で

も
あ
る
の
で
な
い
か
。
国
際
高
級
品
ブ
ラ
ン
ド

に
よ
っ
て
た
や
す
く
『
勘
定
を
支
払
わ
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
』
」
と
批
判
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
者
は
「
大
英
博
物
館
や
ル
ー
ブ
ル

美
術
館
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
博
物
館
と
特
別
展

の
交
流
を
数
多
く
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
わ
た
し
た
ち
は
学
術
や
文
化
を
必
要
と
し

て
お
り
、
消
費
文
化
は
必
要
と
し
て
い
な
い
」

と
提
案
す
る
声
も
あ
っ
た
。

同
時
に
、
一
部
文
化
界
の
関
係
者
も
決
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
強
調
。

こ
れ
以
前
に
も
先
例
が
あ
る
。
有
名
な
高
級
品

ブ
ラ
ン
ド
の
カ
ル
チ
ェ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
博
物
館
、
ロ
ン
ド
ン
・
大
英
博

物
館
で
展
覧
会
を
開
い
た
こ
と
が
あ
り
、
中
国

の
故
宮
博
物
院
や
上
海
博
物
館
で
も
展
示
。
だ

が
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
当
今
の
博
物
館
の
機

能
に
対
す
る
理
解
は
す
で
に
異
な
っ
て
お
り
、

博
物
館
の
展
示
内
容
も
単
一
で
あ
る
必
要
は
な

く
、
人
類
の
古
今
す
べ
て
の
文
明
を
展
示
す
る

こ
と
だ
。
参
観
者
を
指
導
、
教
育
す
る
だ
け
で

な
く
、
人
び
と
を
楽
し
ま
せ
、
啓
示
を
与
え
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
や
は
り
、
見
方
が
各
人

に
よ
っ
て
異
な
る
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

意
見
を
述
べ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

中
国
文
化
遺
産
研
究
院
の
前
院
長
、
張
延
皓

氏
は
強
く
反
対
す
る
考
え
を
示
し
た
。
「
私
は

滑
稽
だ
と
感
じ
て
い
る
。
中
華
５
千
年
の
文
明

は
あ
の
よ
う
に
数
多
く
の
展
示
で
き
る
文
化
財

を
有
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
純
粋
の
商
業
ブ

ラ
ン
ド
が
何
と
壮
大
な
国
家
ク
ラ
ス
の
博
物
館

の
ホ
ー
ル
に
入
っ
て
来
る
と
は
」
。
張
氏
は
博

物
館
の
機
能
に
対
す
る
認
識
に
ず
れ
が
あ
る
と

指
摘
し
た
上
で
、
「
公
益
の
団
体
と
し
て
、
国

博
も
指
導
し
教
育
す
る
機
能
を
担
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
調
す
る
。

展
示
企
画
担
当
者
の
王
泊
喬
氏
は
そ
れ
と

異
な
る
見
方
を
示
し
た
。
「
高
級
品
ブ
ラ
ン
ド

の
カ
ル
チ
ェ
を
例
に
す
れ
ば
、
パ
リ
・
王
宮
博

上
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
努
力
と
奮
闘
、
団
結

と
友
愛
と
い
う
基
本
的
な
品
性
は
党
員
で
な
く
て
も

必
要
だ
、
と
考
え
て
い
る
。
家
庭
で
も
そ
う
教
育
さ

れ
て
き
た
し
、
顧
さ
ん
自
身
も
そ
う
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
き
た
。
「
人
に
や
さ
し
く
、
同
級
生
を
助

け
、
思
い
や
り
を
持
つ
。
ど
れ
も
こ
れ
以
上
な
い
く

ら
い
基
本
的
な
こ
と
で
す
」
。

あ
る
組
織
に
加
入
し
た
の
な
ら
そ
の
規
約
を
遵

守
す
る
の
は
当
然
だ
、
と
顧
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

党
は
党
員
に
先
進
的
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、
中
共
党

員
は
自
分
に
対
し
規
律
面
で
よ
り
厳
し
く
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
顧
さ
ん
は
そ
の
例
を
１
つ
挙
げ
た
。

２
０
０
８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
、
顧
さ
ん

は
メ
デ
ィ
ア
村
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
働
い
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
と
閉
会
式
は
夜
行
わ
れ
、

誰
か
が
式
典
を
見
ず
に
メ
デ
ィ
ア
村
に
残
る
当
番
に

な
る
必
要
が
あ
っ
た
。
顧
さ
ん
は
迷
う
こ
と
な
く
、

自
ら
進
ん
で
当
番
を
志
願
し
た
。
「
こ
う
い
う
状
況

の
時
に
は
、
党
員
が
自
発
的
に
申
し
出
て
任
に
当
た

る
べ
き
な
の
で
す
」
。

顧
さ
ん
は
学
校
党
委
員
会
学
生
工
作
部
と
所

属
す
る
学
生
党
支
部
で
仕
事
を
す
る
時
、
「
人
間

本
位
」
を
理
念
と
し
て
い
る
。
２
０
０
８
年
、
顧

さ
ん
は
「
民
族
の
園
、
花
乱
れ
咲
く
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
中
国
人
民
大
学
第
１
回
国
情
知
識
コ
ン
テ

ス
ト
を
企
画
・
開
催
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
学
生

ら
の
熱
い
支
持
を
受
け
た
。
そ
の
後
３
年
間
に
、

「
万
博
に
喝
采
を
」
、
「
党
史
を
学
び
、
信
念
を

固
め
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
知
識
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
。
こ
う
し
た
知
識
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
参
加

チ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
見
事
な
知
識
を
披
露
し
、
活

動
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
朗
読
や
歌
な
ど
多
く
の
形
式

で
チ
ー
ム
の
心
の
声
を
表
現
し
、
楽
し
み
な
が
ら

学
習
す
る
形
で
情
勢
と
政
策
知
識
の
普
及
を
行
っ

た
。

大
学
で
社
会
活
動
を
行
う
ほ
か
に
、
顧
さ
ん

は
公
益
事
業
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
大

学
の
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
２
年
間
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
時
間
は
１
０
０
０
時
間
を

超
え
て
い
る
。
昨
年
７
月
、
顧
さ
ん
は
青
海
省
民

和
県
で
公
益
支
援
教
育
活
動
を
行
っ
た
。
民
和
県

第
二
中
学
の
生
徒
ら
は
知
識
豊
か
な
顧
さ
ん
を
慕

い
、
一
緒
に
授
業
に
参
加
し
、
ゲ
ー
ム
で
遊
び
、

厚
い
友
情
を
交
わ
し
た
。
生
徒
た
ち
の
多
く
が
今

も
顧
さ
ん
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

「
成
功
す
る
人
が
最
も
賢
い
人
や
、
そ
れ
ま
で

最
も
順
調
だ
っ
た
人
と
は
限
ら
な
い
。
で
も
き
っ

と
最
も
頑
張
り
通
し
、
最
も
意
志
の
強
い
人
で
あ

る
に
違
い
な
い
」
。
青
海
省
で
支
援
教
育
を
し
た

時
に
知
り
合
っ
た
、
受
験
を
控
え
た
高
校
３
年
生

へ
の
手
紙
に
、
顧
さ
ん
は
こ
う
書
い
た
。
顧
さ
ん

は
自
分
の
経
験
を
通
し
て
、
現
地
の
純
朴
な
子
供

た
ち
に
貧
し
い
土
地
か
ら
飛
び
出
す
希
望
を
与
え

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
「
怠
け
な
い
」
―
―
こ
の

短
い
言
葉
が
顧
さ
ん
の
座
右
の
銘
だ
。

２０１０年７月、支援教育を行った青海省民和県二中で現地の生徒らと記

念写真を撮る顧鵬程さん（左から３人目）
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議
論
を
呼
ぶ

６月５日、国博展覧会「ルイヴィトン　芸術の時空の旅」

で展示されたバッグを眺める参観者　（羅偉撮影）
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上海今昔 一日見て歩き

多言語DVDで解説する上海百年の歴史

新視点で歩く上海24時

上海の魅力を60分に凝縮

カルチャー
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物
館
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
博
物
館
、
大
英
博
物

館
、
故
宮
博
物
院
、
上
海
博
物
館
で
巡
回
展
を

開
い
て
い
る
。
国
博
で
の
展
示
は
必
ず
、
芸
術

と
ビ
ジ
ネ
ス
を
完
ぺ
き
に
結
合
す
る
こ
と
で
、

人
び
と
に
美
を
享
受
し
て
も
ら
え
る
と
確
信
す

る
」
と
指
摘
。

「
国
博
は
、
改
修
前
は

中
国
歴
史
博
物
館
で
、
常
に

人
び
と
に
厳
粛
か
つ
整
然
と

し
た
感
覚
を
与
え
て
い
た
。

今
回
、
Ｌ
Ｖ
を
展
示
す
る
こ

と
で
、
博
物
館
の
イ
メ
ー
ジ

は
ず
っ
と
鮮
や
か
で
生
き

生
き
と
し
、
よ
り
時
代
の
息

吹
を
感
じ
さ
せ
、
よ
り
包
容

力
の
あ
る
も
の
に
な
る
だ
ろ

う
」
。
だ
が
王
氏
は
、
こ
う

し
た
テ
ー
マ
は
確
か
に
ゆ
っ

く
り
と
進
む
も
の
で
あ
り
、

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
国

博
な
お
さ
ら
だ
、
と
率
直
に

語
る
。

文
化
学
者
の
裴
鈺
氏
は
、

博
物
館
の
展
示
に
対
し
、
一

般
の
人
の
間
に
は
広
く
１
種

の
誤
解
が
あ
る
よ
う
だ
と
話

す
。
「
芸
術
品
の
展
示
と
文

化
財
の
展
示
の
区
別
は
ま
だ

明
確
で
は
な
い
。
芸
術
品
の

展
示
と
文
化
財
と
は
異
な

り
、
２
種
類
の
展
示
が
あ
る
。
博
物
館
に
つ
い

て
言
え
ば
、
文
化
財
を
対
外
的
に
展
示
す
る
機

能
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
芸
術
品

の
展
示
も
対
外
的
に
示
す
こ
と
で
あ
り
、
対
外

的
に
公
開
す
る
1
つ
の
機
能
で
あ
る
」
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
趣
が
濃
厚
す
ぎ
る
の
は
、
国

博
の
イ
メ
ー
ジ
に
反
す
る
と
の
発
言
に
つ
い

て
、
裴
氏
は
「
こ
う
し
た
見
方
は
偏
り
に
失

し
て
い
る
。
博
物
館
で
物
を
展
示
す
る
に

は
必
ず
費
用
を
払
う
が
、
国
博
の
展
示
条
件

が
良
け
れ
ば
、
費
用
が
高
く
な
る
の
は
当
然

だ
。
中
国
自
身
の
文
化
ブ
ラ
ン
ド
で
悠
久
の

歴
史
を
持
つ
多
く
の
老
舗
も
博
物
館
で
展
示

し
た
こ
と
が
あ
る
。
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
や
カ
ル

チ
ェ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
も
数
百
年
近
く
の

歴
史
が
あ
り
、
彼
ら
は
国
外
の
老
舗
に
す
ぎ

な
い
」
と
話
す
。

国
博
の
副
館
長
で
あ
る
陳
履
生
氏
は
、
参

観
者
が
Ｌ
Ｖ
の
展
覧
会
に
強
い
好
奇
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
お
り
、
結

局
、
今
回
は
国
博
が
初
め
て
開
い
た
ブ
ラ
ン

ド
類
の
デ
ザ
イ
ン
展
だ
と
指
摘
。
さ
ら
に
陳

氏
は
「
ブ
ラ
ン
ド
の
展
覧
会
を
開
く
に
当

た
り
、
国
博
は
そ
の
他
の
展
示
よ
り
ず
っ
と

厳
格
な
選
択
を
行
っ
た
。
基
準
は
歴
史
と
芸

術
を
と
も
に
重
視
し
て
い
る
こ
と
だ
。
ル
イ

ヴ
ィ
ト
ン
は
１
５
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、

中
国
で
も
愛
好
家
は
非
常
に
多
い
。
こ
う
し
た

文
化
的
創
意
に
あ
ふ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ

ン
展
を
通
し
て
、
国
内
の
文
化
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
産
業
に
何
か
啓
示
が
あ
れ
ば
い
い
と
考
え
て

い
る
」
と
話
す
。
陳
氏
は
今
後
、
そ
の
他
の
世

界
の
著
名
ブ
ラ
ン
ド
の
展
覧
会
を
開
く
考
え
を

示
し
た
。
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
側
は
「
中
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
国
家
博
物
館
で
の
展
覧
会
開
催
の
た

め
に
か
な
り
の
資
金
を
投
入
し
た
が
、
国
博
で

よ
り
多
く
の
中
国
の
参
観
者
と
出
会
え
る
こ
と

は
価
値
が
あ
る
」
と
強
調
。

陳
氏
は
参
観
者
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。
「
自
我
の
分
別
と
自
我
の
選

択
と
い
う
意
識
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

も
博
物
館
は
非
営
利
機
構
だ
が
、
純
粋
に
文
化

的
な
文
化
財
活
動
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
純

粋
な
る
芸
術
品
の
展
示
活
動
や
、
一
部
で
商
業

活
動
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
私
の
目
か
ら
見

れ
ば
、
国
博
の
よ
う
な
国
家
ク
ラ
ス
の
博
物
館

は
、
非
営
利
性
と
公
益
性
と
い
う
第
一
の
原
則

を
堅
持
す
べ
き
で
あ
り
、
社
会
的
効
果
を
堅
持

し
、
社
会
的
効
果
と
利
益
・
収
入
の
関
係
を

し
っ
か
り
と
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
」
。

６月５日、展示品の説明文を写真にとる参観者　（羅偉撮影）
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